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別記第 1・号様式 代表者 経理責任者 j図案者
ー.

調2F 支 : 出 調 ヨ巨司主 '\じ 五
町 一

会遮名 共滋党議必?長;る~?A 1 、 F 

ー区 、分 [事 向 費 日 、 . 金 額 計ぬ

交通費 旅費 自動車燃料費
1 調査研究費

資料作成費 .調査委託費
-" 

振込~Sl・ 、

会場費 講師謝金 出席者負担金 ・ 会費

21:rDf 修 費 交通費 ー旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 '1 1反込料
、

ー‘ 会場費 交通費 自動車燃料費

3 IJ.去: ?限 -費
資料作成費 広報詰(紙〉 報告書等印刷費

送料 (折込料含む) クェブページ目見識代 茶菓子代

J辰込料 、

4 1 )1二 1出 費
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 J辰込料

5 要請・陳情活動費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込~Sト

会場費 , 交通費 自動車燃料費
τA民、 首長 費

， ・ . ・

6 
資料作成費 振込料

一ー

資料作成費
印刷製本費 翻訳料 筆jJ!:12l'

7 
振込*11-

資料購入代 「白沼 ιタ稚j Iωμ 
法規追録代ー 参考図書代 新聞雑話等購読料 タ ρ 白久一

8 ゐ

有事|・デ}タベ}メ等利用~GI・ e 振込中1・ 、 • ...) ‘ ρ -00 .-

9 人白宇|二 ー費 賃金 社会保険料等 J辰込料

備品購入費 消耗品等事務費事務機器等日}ス代 ぐ
10 事務.所費

印刷代 t底辺*;1・ 阻送手数料・

通信運j般・自動 電話料等 o安分) 郵便料等 自動車燃料費(按分)
11 

Elz燃料費 その他

使用者 11 茨 i;をJ ⑪ 文出年月 日 ユ o(ケ年 シ 月 ぷりl 山岬 Aに1、 .三pき+ 3 ,.. ó t:J O |コj
, 支出番号 ! 

11 

、、‘



Jj rj記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 ヂ会 ')� 
・

、 Jれ

区 分 ※該当する区分にO印 著 目 名

1 1 調査研究費 i2 研修費 ;3 広報費 4 広聴費
孝~1前雑誌等勝利

ι ‘ 

一-­ー-.-.-.-.-.. , 
eιJ 一

5 要請・陳情活動費 I 6 会議費 7 資料作成費 ゆ資料購入費
10 事務所費 日 通信運撮 ・ 自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的 一今一同容長引な l二刷、る今売!引委
、(支出事由)

J 

g 
「句シGb分椎 J パ仏 Jb j 判♂

内 '名hモ手ー ~ L/ρ oof7J x ' ，3好一 J

支出年月日 支 出. 先 支出金額

|ふi ¥ 

御崎税制御細企:1- 1 年/月之、ナ日 J(� o 円

上記のとおり支出します。

議員氏名主崎お特 有

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄'
. 

ー ブ 領 収 証
手守二今Uvthしい fi 誌日1 様 下。

女 13c  oo-

f.E!. 寄らも号

必/7年

「舎i 君主"(. }η ~/j五 j kt' t し Z

い収入|

川口 紙|

コヲヨ ウケ 1097

内訳

税抜金額

消費税額等(

ノ月

%) 

d，f 日 上記正に領収いたしました

郡山市職員労働組合
執行委員長渡透一芳

※複数の領収書等を貼る場合は、重なら・ないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。
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塚部芳和さん

伊万里i章大橋の大査

古伊万里の大壷からはるか海を臨む。

伊万皇津はかつて古伊万里を世界に向けて積み出し栄えた港。

江戸時代の人びともこうして海の彼方に思いを馳せたのだろうか。
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大月書店の最新刊
東京都文京区本郷2-11-9 電話03 (3813) 4651 <代〉
メルマガ配信中 http://www.otsukishoten.co.jp/

f
i
l
e
-
-
-

-ウソとデタラメで固めた移転の深層を暴く

築地移転の閣をひらく

中津誠・水谷和子・宇都宮健児著

豊v十|新市場の「盛り土のウソ」発覚以後、土壌汚染
隠しゃ設計上の不備、東京都の不透明な策定過程な
ど、多大君主疑惑が噴出する築地移転。その経緯と問
題点を整理。食の安全・安心と、「世界の築地」を
守る意義を語る。

A5 判. 1200 円(移錫リ)

.r異常な事件」で終わらせてはならない

生きたかった
相模原障害者殺傷事件が聞いかけるもの

z 

j 

. 

璽璽
藤井克徳・池上洋通・石川満・井上英夫編

重度障害者のみを狙った史上最悪の殺傷事件を私た
ちはどう受け止めるべきか。福祉・医療制度の盲
点、自治体と国の責任、そして社会に根深く残る差
別と優生思想。各分野の専門家と当事者 ・支援者た
ちの声を編んで緊急出版する。寄稿=香山リカ(精
神科医)、福島智(東京大学教授・盲ろう者)ほか

A5 判・ 1400 円(呑拐日)

ISBN978-4-272-79166-8 

C0331 ￥1000E 

定価(本体1000円+税)

大月書店

町一F河"'l=''r:. ~て吋村、つで奇



UßBi~ 1 号様式 ム

会派名 酒 覚書官iiiT言語i殴 支出
区 分 |事 由 費

1 調査研究費
交通費

資料作成費

会場費

2 1 :(肝 修 費 交通費
. 

資料作成費

会場費

3 広 手I~ 費
資料作成費

送料(折込料含む)

J辰込料

41J:t 費
会場費

資料作成費

5 要請 ・ 陳情活動費
交通費

資料作成費

会場費
6 会 議 費

資料作成費

7 資料作成費
印刷製本費

振込~I.

8 資料購入代
法規追録代

有事|・デ}タベーメ等利用事l・ 6 

9 人件費
11 

賃金

備品購入費
10 事務所費

印刷代

通信運搬 ・自 動 アシ午ト l百件断〉 電話料等(按分)
11 

ll[燃料費 その他

使用者 1 動 @~文出年月日
L}:1/ 

.2 t? /1'年 2..月・之 C 日 、

調 ヨE弓主

日 . 
旅費

調査委託費。

講師謝金

旅費

食糧費

交通費ー

広報誌(紙)

ウェブページ掲~代

、

交通費

茶菓子代

旅費

振込料

交通費

振込料

翻訳料

参考図書代

J辰込*"1・

社会保険料等

事務機器等リ ース代 ピ

振込事1.

郵便料等

現金出納簿
支出番号

金

J之~/3 .←

謀、共ア
"・0、，

屯品咽白

代表者 経理責任者 起案者

φ 

、1

額

自 動車燃料費

振込料 、、

出月詐音負担金・会費

自動車燃料費

J反込料
、

自動車燃料費

報告書等印刷費

茶菓子代

自動車燃料費

振込料

自動車燃料費

自動車燃料費

筆耕1:*"1・

新聞雑誌等購読料

、

振込料

消耗品等事務費

阻送手数料

自動車燃料提(按分)

之手/3 : ー

合計 之/CP-/;] |司



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号
持、 よ?

合，

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 i 2 研修費 3 広報費 14 広聴費

多判例干等5 要請陳情活動費 6 会 議 費 7 資料作成費 8 資料購入費

10 事務所費 。 通信運搬 自動車燃料費 (郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支 出目 的 一五五五件め斗五位凶=-J旦?i:L--U絵幽必
(支 出事由 )

, 

, れれ1二めの MTシケr幽久ど徴的?4)
内 廿;-;s : 

" 

支 出 年 月日 支 出 先 支 出 金額

トト J 

ユf 年λ 月之C 日 切井野fを~HG~\~~予 、 之/去/ J 円

上記のと お り 支出します。

議員氏名 福Jr 山a 可EJI崇合切~Ví1 ケヴf@\J 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄、

ンjく八。ーシ"へ

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、 551J記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。
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次回口座振替のおMらせ Onformation of CurrenrBi!l) 
日本共産党郡山市議団

御中

平素は、格別のお引き立てに預かり、誠にありがとうごぎいます。

料金後納こ一利用額につき、 2017年02月 20 日jこ、下記のとおり口座振替により
お引き迄としさせていただきますので、お知らせ致します。

お手数ですが、 2017年02月 20 日の前日までに、ご指定の口座へのご入金をお願い致します。

こ請求の内訳 (Billing

2017/01/01-2017/01/31 料金後納ご利用額 2.813円

日本郵便株式会社i盟
[お問合せ先i

郡山郵便局

電話 024-932-1180

発行日 (Date of Issue) 

2017年 2月 6 日

上記口座振替日にお引き落としできなかった場合、別途お送りする請求書によりお支払いただきます(郵凌局またはゅうちょ銀行でのお支払となります〉。
この場合、お客さまご利用の金融機関によっては、お支払期限経過後に請求書をお届けする場合がございますので、予めご了牽くださし、。

領収 霊童
狂言望

お客さま氏名 (Customer)

日本共産党郡山市議団

(Receipt) 

御中

右記、金額を 2017年 2月 20 日付けで

ロ~振替により領収致しました。

発行日 2017年 3月 8日

ご請求番号
(Billing ID) 

820160-1013843-00 

ご詰求の内訳 2017/01/01~2017/01/31 料金後納ご利
(Billing Details) 用額

領収金額 (Amount Paid) 
(うち消費税相当額)

金融機関 東邦
郡山市役所

2， 813 円
208 円

日本郵便株式会社周囲



後納料金ご利用明細表(日別)

963-8601 

福島県郡山市朝日 1 丁目 23-7 郡山市役
所内

日本共産党郡山市議団

日本郵便株式会社

連絡先 1ißII I郵便川

御中

電話番主ー丘と竺2ー 1 1 80

担当 . 

いつも、 1 1 本郵伎をご利川lいただきまして
誠にありがとうございますれ /己記事liめ分の
ご利川代金は以ドのとおりです。お執:係の
おJ型えをご確認のー |二、，1I i主がある場介はご
辿給くださいますようお願い 11 1 し上げ主す。

l
 

田
川

町
ぺυ

噌
10

0
 

q
L
 

{ì}:似合号|

べ七放後抑制司IÏìîdヰ;síÎ:".è葦IU1'Í~rjy " 1. 
Lnw l弘一 :(似Y数 . 1 ，'1， 料主主(jぜ):f f，

2017/03/1413:28:23 



料金、受取人払後納ご利用明細表(日別承認番号別j

対象年月 200 1-8201 60: 郡山郵便局

お客様番号 :

お客様名 :日本共産党郡山市議団

2001-820160 (T 963-8799 ) 

日付 交付証件数
郡山郵便局

2296 

通(個)数 料金(円)

l 。 。 。

2 。 。 。

3 。 。 。

4 l 29 2, 813 
5 。 。 。

6 。 。 。

7 。 。 01 

B 。 。 。

9 。 。 。

10 。 。 。

11 。 。 。

12 。 。 。

13 。 。 。

14 。 。 。

15 。 。 。

16 。 。 。

17 。 。 。

18 。 。 。

19 。 。 。

20 。 。 。

21 。 。 。

22 。 。 。

23 。 。 。

24 。 。 。

25 。 。 。

26 。 0' 。

27 。 。 。

28 。 。 。

29 。 。 。

30 。 。 。

31 。 。 。

合計 29 2, 813 

2017/03/1413:28:53 



トに郡山市政に関する市民アンケー
ご協力をお願いします
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この用紙に回答をご記入のうえ

封筒に入れて干ポストに投函く
ださい。切手は不要です。

(1つだけOを付けてください)最近のあなたの暮らし向きはいかがですか。

F三玉: になってきた 3. 変わらない

2; 

市民の皆さんの声を市政に活かすため日本共産党郡山市議団は2年lこ 1 度「市民アジ l
ケートJを実施しています。今回で9回目となりますが、毎回多くの方から回答と貴重な;
ご意見をいただき感謝に堪えません。
少しでも市民の皆さんのお役に立てる議員活動に努力してまいりますので、ぜひご協;
力くださいますようお願いし1たします。 : 

2016年11 月

日本共産党郡山市議団

岡田哲夫岩崎まり乙 高橋よしはる;

2. 苦しくなってきた

前項で「苦しくなった」をお選びの方にうかがいます。苦しくなった原因は何で
しょうカ) (該当するものにOを付けてください、複数回答可)

l.給料が減った 2. 年金が減った 3. 売り上げが減った 4. 失業した 5. 物価が上がった

6. 介護の負担が増えた 7. 医療費の負担が増えた 8. 学費の負担が増えた

9. その他ご意見も含めお聞かせください

3つだけ選んでください。3. 郡山市政が最も力を入れるべきと思う施策は何ですか。
(番号にOをつけてください)

l.子育て支援施策の充実 2. 高齢者福祉の充実 3. 国民健康保険税の引き下げ 4. 水道料金の

引き下げ 5. 原発事故対策の強化 6. 障害者福祉の充実 7. 中小企業の支援策充実 8. 農業支

援策の充実 9. 雇用の場の確保 10. 低家賃の公営住宅の増設 1l.水害等災害対策の迅速化

生活道路、側溝など生活環境の改善 13. 再生可能エネルギーの地産地消の支援

14"'，，:'手の他、ご意見も含めお聞かせください

高齢者施策として何が重要と考えますか(番号にOをつけてください。複数回答可)4. 

l.温泉・ハリ灸マッサージ(パスタクシー)利用券の増額 2. 安い運賃で利用できるタクシー制度

を作る 3. 敬老祝い金の増額 4. 特別養護老人ホームを増やす 5. 介護施設入所費用への補助制

度をつくる 6 高齢者が気兼ねなく集える施設をふやす 7. 高齢者に適したスポーツの普及促進

8. その他ご意見も含めお聞かせください

5. 子育て支援策として何が重要と考えますか(番号にOをつけてください。複数回答可)

l.妊産婦への心のケア対策の充実 2. 待機児童解消のため認可保育所を増設すること 3. 保育料

の無料化早期実施 4 学校給食の無料化 5. 小中学校の補助教材などの保護者負担軽減 6. 返済

不要の奨学金制度の拡充 7. 希望する全ての児童が入所できるように学童保育を整備すること(小

規模校にも設置することも含めて) 8. 無料学習塾の増設

9. その他 ご意見も含めお聞かせください



6. 原発事故に関連してうかがいます

(1)部山市内の住宅除染は間もなく完了する見通しですが、住宅除染についてあなたは

1. 満足 している 2. 不満がある

不満がある とお答えの方その理由などお聞かせください

(2 )放射能汚染から子どもの健康を守るための施策について、今後何を求めますか (複数回答可)

1. 甲状腺検査を今のままのやりかたで継続する 2. 学校給食などの食材検査を継続する

3 . 子どもが安心して遊び運動できるように屋内遊び場や屋内プールの無料化の継続及び実施

4. 子 ども医療費 18歳までの無料化を継続する 5. 市外への自主避難者へのこれまで同様の支援

継続

6 . その他ご意見を含めお聞かせ下さい

(3 )東電は農業、営業、精神的損害等に対する賠償を実質的に打ち切りにしようとしていますが
東電の姿勢とこれを容認する国の態度をどのようにあなたは思いますか

1. 当然だ と 思う 2.5年以上経過 したので仕方がない 3 . 加害者である東電や国が決めるのは

おかしい 4. 被害者が納得するまで賠償すべきで反対だ

5 その他 ご意見を含めお聞かせください

(4) I福島県内の原発は福島第2原発を含め全て廃炉にすべき」は県民の総意となって(， 'í:{}:g- 。

福島県外の原発の再稼働についてあなたはどう思いますか

1. 再稼働は行うべきではない 2. 地元合意があれば再稼働 して もよい 3. どちらとも 言えない

4. その他 ご意見も含めお聞かせく だ さ い

7. 品川市長の任期はあとわずか(来年4月任期満了)となりました

( 1 )品川市長の市政運営についてあなたはどう思いますか

L 良くやっている 2. 不満だ 3 . 判断材料がないのでわからない 4.関心がない

こゴ意見があればお聞かせ ください

(2 )品川市長は子木主義を掲げ 幼稚園・保育所の保育料無料化を公約しました。

27年度決算では幼稚園・保育所に通う子どもさんのうち、無料になったお子さんは10%'r :t;:ニ満た

ない状況です。あなたはこの公約実施状況をどう評価しますか。

1. 満足 2. やや満足 3. やや不満 4. 不満 5. その他、ご意見も含めお聞かせくださ い。

8. 私ども共産党市議団へのご意見や、市や県、国への要求などございましたらお聞か
せください。

ご協力あ り が と う ございました。アンケート 結果を まと めた冊子を作成予定です。必要な方はご住

所、 お名前などをご記入下さい(無料です) 0 * 個人情報の取り扱いには十分気をつけま す 。

ご住所 お名前 電話



r 

J 

別記第 1 号様式 代表者 経理責任者 起集者

調書
， 、

支出溺2事除蕗党郡山市諮問
町『

会派名
, 

‘ 
‘ i::) 

‘ ., 
‘ '~ 、〈

ー区 分 r 事 出 費 目 、 . 金 額 昔J-

1 調査研究費
交通費 旅費 自動車J院~*，l費

資料作成費 調査委託費・ 振込料 、

会場費 講師制金 出席者負担金 ・ 会費

2 11~f イ彦 費 交通費 .旅費 自動車燃料費

、資料作成費 食1醤費 振込料
、

会場費 交通費 自動車燃料費

3 広 半民 費
資料作成費 広報詰 (紙) 報告書等印刷費

送料(折込料含む) ワェブページ掲載代 茶菓子代

J辰込料
一 -

'1IJ.t 1臨 費
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 j辰込$/-

5 要請・ l陳情活動費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込*;/・

dコkズ 荷量 費
会場費 交通費 自動車燃料噴'

6 
資料作成費 jj底込料

印刷製本費 翻訳料 鑑~m:料 . 
資料作成 ri1l'

振込*1-

資料 Jl持^代 う五友見返多宇奈子
法規迫保代 ゾ 4ム/ア/玖 参考図書代 新聞雑誌等腕前料

8 
!有事|・デ-?>rベ}メ等利JIJ~SI・ , 振込*;1・ 〆少>1/0， --、

9 人目 件 費 賃金 社会保険料等 振込~S/・

備品購入費 消耗品等事務費
事務 所 費

事務榔掛等リース代 ぐ
10 

印刷代 振込料 四日送手数料

通信運搬 ・ 自動 電話料等(按分) 郵便料等 自動車燃料貸 (般分)
11 

1/[燃料費. その他

使用者 l 設 達二 @Þ I文出年同 ユ017 年 よ月之F 日 現金出納簿 !!:みd之 合計 /μ/ ア /0 円支出番号
‘ι.'. ・<;'



.3.2 別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

-.. 
守、 .--" 

〆

区 分 ※該当する区分にO印 ;言貝主ろ 目 名

1 調査研究費 2 研修費 3 広報費 !4 広聴費
3弘実見;防庁刊15 要請陳情活動費 6 会 議 費 7 資料作成費 i⑦ 資料購入費

10 事務所費 ;11 通信運搬 ・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的
も風を例免> 1二M3盆，_!f象企すりげl

(支出事由)
J 

うる末現〉紗1443t
内

。 /

容 � 

支出年月日 支 出 先 支出金額

μ. 

手--- ~J! 衣見枠制ネ壬λ/ 年之月之2日 /ゲグ / 0 円
J 

上記のとおり支出します。

議員陥 イとみ手委理手合づ;;

内ム :) 1-1 
支出番号で~戸 J

(
出
盟
国
間
〉
U
)臣
室組
百日
明
唱
哨
輯

一
一00
0口
日一
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W∞
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陵
町
出
給

戸
L

一
戸
巴J
ν、
ユ
一

よ
L

以
刊
J
h4
k
山Hい

寸
ユ
ユ
ロ

恒
』
』k
-附

>
!?J

‘
i

f
tふ
!
ρ
いいC
，
丹
交
い

J
Z
u
"
 

、
ど
め
立
町

ハ
ド
D
O
C
-
ド
m
F
問
的
。
l

∞
ド
o
v

構
図
鰹
拒
ヨ
詰
組
組
報

M
R
回

M
TMT
v
T
M
T
v
T保持
保
持
決
後

I
T
M
Tv官

十刊日

弓!と

計l..-一一

Cコ

電ー-

。、

、.j"

電?・

判
仲
川
叩ω則
禁
叩
殺
到i

総

N
ド
m
O
A
U
A
W自
∞

a
g
Oか
マ
0
0

領収書及び料金内訳~ì

---.1 ~ 

持法記

x 

由室
田

求ま
月

:日本共産党郡山市議団 tm 
五言読ありがとうございます。下記のとおりご請求し)たします。

平成 29 年 2 月 22 日

3月 31 日までにお支払いをお願いします。平成29年

ノ この金額には消費税及び地方消費税泊まれておりますo 郵便局金融機関 コンビニエンスストア(裏伊豆)0) どち らからでもお支払いただけます。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。



別記第 1 号様式 代表者 経理責任者 起案者

会派名
日本共産党郡山市議団 支 出 調 三正三主ヨ y t1/-sEhご-ー土子P1-、jミ1 J f、劣ー企ゐνir_仏.~j ー〆

区 分 事 由 費 目 . ノ』、ム 額

l 調査研究費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 調査委託費 振込料

会場費 講師謝金 出席者負担金 ・ 会費

2 研 修 費 交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 振込料

会場費 交通費 自動車燃料費

費
資料作成費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

3 広 報
送料(折込料含む) 茶菓子代ウェブページ掲載代

振込料 f 

4 広 聴、 費
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 振込料

5 要請 ・ 陳情活動費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

6 会 議 費
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

7 資料 作 成費
印刷製本費 翻訳料 筆耕料

振込料

8 資料購入費
法規追録代 参考図書代 新聞雑誌等購読料

有料データベース等利用料 振込料

9 人 件 費 賃金 社会保険料等 振込料

事務所費 市民アンケー ト報告書作成用紙代
備品購入費 事務機器等 リ ース代 消耗品等事務費 22, 770 

10 22, 770 
印刷代 振込料 配送手数料

通信運搬 ・ 自動 電話料等(按分) 郵便料等 自動車燃料費(按分)
11 
車燃料費 その他

使用者 高橋 善治( @ 支出年月日 平成29年3月 14 日
現金出納簿

33 ぷ口〉、 計 22, 770 円支出番号
‘" 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 3 3 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修 費 3 広報費 4 広聴費

5 要請 ・ 陳情活動費 6 会議 費 7 資料作成費 8 資料購入費 消耗品等事務費

ゆ事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

角型 2 号 クラフト封筒代 800 枚
支出目的 町一 H 四一一町_.，'・一一回一...-....山 一一一一一............H..... 圃圃圃圃圃圃圃圃園田町山 H目四円甲山p・m・......H・h・一"田崎町・....H....... 山...._..・ ・.._"町内.-...戸時時.........._... ・_....山町田町田日目戸“一-_......_..・.._-町田市川町・・即時山山...........H....

(支出事由) 町同h 町内........ _... ..町四一r戸市町山町山川町一_....町ー・・.H....H. ... 咽"町"“町....，....山村山一一戸山山山山山・ 山由町村山‘山町村山号山山H・H・山山田町川町一一一回一一““ “山“四・H曹司山山山山山山山・_....“山山

市民アンケート報告書封入用封筒
““““・・・・山町村山目目・e・・m・ー叩山町山-_....・....-..._-..........山山山山山・“・e・...........椅_....叩山山H叩M・M・・H山4阿山町山一一一・・-・4・・・・目山“一一一・・............_.H...・一山岨

内 口谷.". 

日圃 圃園町圃圃 師同4・H 田圃司“・_....・....._.......・・H._.... ‘..............._....“・H・......._.. ・..............・M・・園田....._.・ ・・e圃圃圃園町圃圃圃園町圃圃圃園田四叫・.._...... ・H・岨・““・...町田.-.... ・e・回一圃伊圃四圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃........_....回 目圃h・・・・a圃園田山圃圃圃圃園"

支出年月日 支 出 先 支 出 金 額

2017 年3月 14 日 ビバホーム大槻店 4 , 1 0 4 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 高橋 善治
f，Fj1⑮ も一 -

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

次ページへ

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。
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別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 3 3 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修 費 3 広報 費 4 広聴費

5 要請 ・ 陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費 消耗品等事務費

ω 事務所費 11 通信運搬 ・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入 |

カラー用紙
支出目的 a一一一一一一一一一一一一一町四一一一一一一一一一 ........M... 一 一・M・...._.H.一一一一一一一一……一一 一………ー…ー………ー…一一一一一刷ー….....M.M..・....._._-一一一一一一一一一一.-...刊H・ 山

(支出事由) ……町山川町山山山山山円山町山町山山山山円..._.M.....・ ........ M ・・ ‘ 園田一……

市民アンケート報告書(表紙用)用紙
一……

内 d廿之?

一一一一一一一一一一一一一…・白一一一.......... 一‘・M・-山......山・・.............M....一一一一一一一…山……ー..........H山“................M.. ・a・ー・__ .M.一一一・・a・-“一一一一一.“…・一一日…-一…... .......M..._..... 一一一

1 

支出年月日 支 出 先 支 出 金 額

20 17 年 2 月 25 日 ビバホーム桑野店 1 , 9 3 3 、円

上記のとおり支出します。

議員氏名 高橋 韮EコごIムI--l 'ノ期・苦手\、

領収書及び料金内訳明細書等貼付楠

次ページへ

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してく。 ださい。



M O 口 抑 O M 油 田 国 ( Uけ ) 曲 川 山 崎

→
+
こ

ト
」 ω ω ω ー

( 町 議 柵 諮 嚇 H K F ω 羽 品 開 吟 守 川 町 川 『 )

訪 幹 事
( ) 3

什 「 、 パ

什 酬 四 ゆ 掛H m 杓 甜 』 一 回 熔 戸 、 州 内 「 、 沖 ロ

薬 品 川 附 芹 「 一 一 × 一 「 代 二

斗 円 芹 口 語 凶 満 州 叫 「J 討 川 川 町 吋 司 謡 世 間 什 外 車H l H ω 1 H

代 二 卦 ー か 糊 唱 回 → m r H O M K H | ω ω ω l H M ω H

n u  

叶 ム
ハ H v

n u  
-O  

M N 円

O O H o -∞ ∞ ∞0  

0 M M m l O O H o -品 H ∞ ∞

20
17
年

02
月

25
目
(
+
)

No
06

03
79

39
・・
・・
・・
・・
・・

49
02
20
55
78
03
1 

JA
N 

3コ
単

35
8

カ
ラ
ー
共
用
紙
A
4
イ
エ
ロ

半
1

，
0
7
4

本
お
買
上
明
細
本

49
02
20
55
78
02
4 

JA
N 

2J
単

35
8

カ
ラ
ー
共
用
紙
A
4
グ
リ
ー 半
7
1
6

半
1

，
79
0 

半
1

，7
90
) 

00
00
07
 

半
1
4
3

￥
1

，9
3

.3
 

￥
2

，
0
5
0
 

半
1
1
7

半
14

3)

00
00
07
 

小
計
(
消
費
税
対
象

外
税
合
計

お
預
り

お
釣
り

会
員
番
号

26
03
03
35
92
69
6 

『
レ
ジ
』
ス
タ
ッ
フ
募
集
!

!
 

時
給
・
一
般

76
0
円
-
-
-
(
高
校
生
75

0
円
~

時
間

.9
:
00
--
-2
0:
 0
0 
(
時
間
応
相
談
)

お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
(
つ
。
マ

.C
)I
 

02
4-
92
3-
12
31
 
採
用
担
当
ま
で

02
25
-0
01
0-
41
88
 

No
.4
18
9 

5点
買

16
:3
7T
M
 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 3 3 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修費 3 広報費 4 広聴 費
一一町田一一一… 一一一…一一一一一一…“一回

一_....・H・H.... 一一一一一・...__...._-園町

5 要請 ・ 陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費 消耗品等事務費

ゆ 事両五 一 11 通信運搬 ・ 自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費 百 を記入

コ ピー用紙A版 40 ヶ( 1 ヶ 500 枚入)
支出目的 一一・・一一……………一平日… 一……・ 晶 ・ー一戸川町田 ・.. ...... . . __...一一一一一一 .......H..._....H …一一._....・... H 一一・-・4・一一…一一一 一一一一ー一一・M・…………一一

(支出事由) 一日 ..... . . H 一一一一一一山

市民アンケー ト報告書用紙代 800 冊分
山田町山町・・ 圃園町園町圃刊一一一 ・““.H......H...・H・ ・ “““・E・......H..H山・旬・一一 ・-町..... .H. .目白町一一一.... .. _ ... ・ 園町一一 一山一一一 ー “........H.... 山川町山町村山咽圃圃園山. . .. _ ..ー・ ・-ー園 田“... .... ....H....

内 打廿句

“・山内..........H....一一一・ー ._. ... H 目白 一一一一・・・ーー …H町・………唱園町一世 一同町H …........H....H..一一一"…一一一一山……...H.H.... 一川町田 山H.... ………・ 山田町山

支出年月日 支 出 先 支 出 金額

20 17 年 3 月 1 4 日 ビパホーム大槻店 14 ， 169 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 高橋 善治
k 

'‘._.<f. 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

次ページへ

※複数の領収書等を貼る場合は、 重ならないように貼付してください 。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 1 1 号様式「領収書等整理票」に貼付してくだ、さい 。
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別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

3 3 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修費 3 広報費 4 広聴費

5 要請 ・ 陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費 消耗品等事務費

陣 事務所費 11 通信運搬 ・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

カラー用紙
支出目的 一一一司・………… …一…一一……ー一……← 山山日叩山山..目.占一一…山山"山…………e“山……山……山…山一一一-一圃一一一一一一一……圃目一一一一圃目一一一圃一一一目一一圃町，圃一一 ‘………"町…………叩……叩…山一…H.H....・-一一一一山田山山……"'_H'………一一一一......-・H・eー…-・・・・・

(支出事由) 一一園町山一..H. ... .. ““一-一一・…“……・H・a・._...… ……一一一一……一山…同町一一一一一一…......................……・.......

市民アンケート報告書用紙(表紙分)
.......H....山.........H...一一一一一戸町・'._.一一一一一・-・一一一“一一一一一一一山町一一ー園田‘一一・-・吋山町田山...叫町山田町山市内円 H・H・-一一一一・…日山山町一一-._.町酔伺山山.................

内 打廿、

…・…ー……………・H・.H......_............ …_....・m……………一一目……ー…...........H.…H・H・.._--…ー……ー……一一一………ー…………H・・…......_... . ー園町山 ・H・._..・一一・ ……・・-一一...._.

支出年月日 支 出 先 支 出 金額

2017 年 3 月 1 日 カインズ大槻店 1 , 9 6 8 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 高橋 善治 海;

支出番号

i
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一
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E
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E
-
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重
量

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄
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判)(内消費税等判45}

~p 

A、
口
暗E
i.êし
上記金額を正に領収いたしました。
印字面を内側に折り保管して下さい
株式会社カインズ 本社埼玉県本庄市阜稲田の杜1-2-1
MツT大槻苫 Te024-目2-53泊 一ーー
。悶凹02-0821 加17年 3月 1 日〈水) 15:01 担当目圃園田

全頁J.-I又言正 ー

昨扶託弘知i府議団
言十 ￥ 1, 968 一
(現金 判 ，苗8)(九グフト 羽目その他

※複数の領収書等

※欄内に貼付できー



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

3 3 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修 費 3 広報 費 4 広聴 費

5 要請・陳情活動費 6 会議 費 7 資料作成費 8 資料購入費 消耗品等事務費

ゆ 事務所費 11 通信運搬 ・自動車燃料費 (郵便料等) ※該当する支出費目を記入

カラー用紙
支出目的 一…ー…ー‘…一一一………........-………………ー…・一一一……………............_.……“一………一一一一四一一一回一一一-……................H.......・一一一一一…“……ー………一一一一一一一一一一一ー…由

(支出事由) 山山 m・ H 山刷山山山田町山山山山山山山市山山町山山山町山......・山町山.........................H.... ・H・“・M・“ H.... .・可・ h・ー“・目可・一園町一日_......._.. .H・... _ .. ..一目 .._..H . H..... ・.......H...... . H.. 目岨山山._-目白四

市民アンケート報告書用紙(表紙分)
一…………・-“M・M・一一一山・-目白・・一一一一….._-一一，一一“一山・・.....H....一一一'一一一一一一一一一一一日吋H 町一…ー"伊吋‘一一-一一一"一戸山田町号一一一一一一一目白山市.....ー…ー“…………"…ー H山…山田a

内 J谷ヂ之?

一一・p・...H...._....... 回目 …......._....町一・‘一一一………"一……...._...一一一一一一一一………

支出年月日 支 出 先 支 出 金 額

2017 年 3 月 1 日 ケーヨーデイツー 596 円

上記のとおり支出します。

ぬ，つぎれ?/ 
議員氏名 高橋 善治

支出番号

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

型到
半44を含みますo ) 

湿し、復品代( )として
2017年 3 月 1 日 上記正に領担しました。
ケーヨーデイツ一安積活 「コゴ
素話国 024-937-2070 1キ別
保書のお願い 印字亙を内債jに折って保管して下さい じぶi

00036304号
5正

(糟税等

h i -

D2ケ四ヨ四歩iイツー
ヰ安積苫牢 TEL 024-937-2070 

書

6
0
4
 

9
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5
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4
1
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り
り

↓
l

高
貝
勺
J

瀦
針
掛
保管上のお願い
印字面を内側に折って保管下さ~¥ 
会印はÈIDメヂィ1-泊返品畠凪象商品

キヤりシi' : 498662 ・・・・・・R0003-#4014 ・園田園ー一

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票トに貼付してください。



市民アンケートのまとめ

日本共産党郡山市議団



11調査研究費
交通費

資料作成費

会場費

交通費

|資料作成葉

会場費

支 : 出 調 ヨE主弓
費 日 、 . 

旅費

代表者 ー雇理費佐昔 11 起業 守一吋

ハ治'> 11! r"MF主LP 
金額 小計

自動車燃料費

別記第 l 号様式

会派名 酒本体蹴郡山市制
区分 事 出

31広報費
資料作成費

回目調査委託費

講師制金

l旅費
食温費

交通費.

広報詰(紙〉

ウェブベ}ジ掲載代

振込料

2 FIﾐf ，修費

出席者負担金・会費

自動車燃料費

'I~反込料
自動車燃料費

送車1， (折込料含む)

報告書等印刷費

茶菓子代

振込料

41広'聴費
会場費

資料作成費

交通費

資料作成費

会場費

資料作成費

印刷製本費

1民込事1.

.~ .佳 m 人μ|法規迫保代

機例闘伽私粁仲ら仏W\ ヴ略積仇土甥務毎獄舵町削l仲有榊欄柿和料附炉i伊肝デ件…}
ヴ|賃金

備品購入費

印刷代

電話料等(欽分)
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京 ia:@!文向日'， 1 2-() I 戸~ -3月 ;J-' I=l 
現金出納簿 1.1~今主主 '
支出番号 r' 汗克

袋
一
ロ
ド

合 /1 ,).] 0 円



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

区 分 ※該当する区分にO印

1 調査研究費 2 研 修費 3 広 報費 4 広 聴，費

5 要請 ・ 陳情活動費 6 会 議 費 7 資料作成費 @資料購入費

10 事務 所 費 i11 通信運搬 ・自動車燃料費 (郵便料等)

支 出目的
ら!誌をゆ 1':ë)\-11 \â 盤笠什

(支 出事 由)

Sデ
4-------.ìク

支出番号 コす』 勺 /
、

、

頁語名 目 名

島備協購読什
※該当する支出費目を記入

内 容
椅島腕概略私的凶払いi掻」域i品tf

>

支 出年月日 支 出 先 支出 金額

jイ‘

4動料.fJ r十L孝会信会協f 去議í~会3三主主主1之F年/月 If. 日 j， よ DO 円

上記のとおり支出します。

議員氏名岩崎委再手 伝言\

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

振替払込請求書兼受領証 i



領 収 ヨ主
巨ヨ

、 色に

日本共産党郡山市議団様

金 1 ， 200 円也

但 201 6 年度機関誌「かけ橋J 購読費

2 0 1 6 年 1 月 4 日上記金額正に領収いたしました。

福島県視力障害者協

会計宗像
=r962 -0813 
須賀川市和田字弥六内 336 ・ 64
電話 0248 -76 -2469 

/‘ 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
3 ヂ

支出番号矛子サヂ
,r 

区 分 ※該当ずる区分にO印 費 自 名

1 調査研究費 2 研修費 3 広報費 4 広聴，費

4ゑ込柔千5 要請 陳情活動費 6 会 議 費 7 資料作成費 @資料購入費

10 事務所費 11 通信蹴自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支出目的
補佐 l河川急析す材

(支出事由 J

-~ 

治鳥取b博物盛盆手紙:閥鰍ら哨瓦綱援最初オ
内 容 何物〉え系バ?

支出年月日 | 支 出 先 支 . 出金額

l寸・

向山キ 1例外野IM/-.-g年 |月が日 /JO 円

上記のとおり支出します。

議員氏名#崎314手伝

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄
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会 一
別記第 l 号機式 代表者 経理責任者 起集者

支 、 出 調 主F弓E .，".，.五3 / 

副本共蕗党郡山市議開
~ 

会派名
. , 

、。 v " 
ヘ

区 分 事 由 費 目
、 . 金 額 間-

交通費 旅費 自動車燃料費
]調査研究費

資料作成費 .調査委託費- t毘込*，1・
、

会場費 講師鮒金 出席者負担金・会費

2 FIﾐF ， 修 費 交通費 ー旅費 自動車燃料費

資料作成費 食1量費 振込料
、

、

会場費 交通費 自動車燃料・費

3 広 手la 費
資料作成費 広報社~ (紙〉 報告書等印刷費

送料(折込料含む) ワェプベ}ジ掲載代 茶菓子代

J辰込料 、

4 広 1臨 費
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 J反込料

5 要請 ・ 陳情活動費
交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 振込料

ぷZ23Nh. 議 費
会場費 交通費 自動車燃料費

6 
資料作成費 振込料

7 資料作成費
印刷製本費 翻訳料 壁崩1:~SI・

:j;辰込が1・

資料購入代 辺諸説鱗弘
法規追録代 参考図書代 新聞~~m融等腕続料 .!] rOOﾐ:-8 
有利・データベース等利用~UI 振込料・ /、.;> 0 ,- 、 0>,/.) 0.--

9 人 件費 L!-17//;糾月-./ :Z!-CJ /7字 3 臼〉 賃金 社会保険料等 J反込料・

備品購入費 事務槻掛等ロース代 ぐ 消耗品等事務費
10 事務所費

印刷代 焼込料 阻送手数料

通信運搬 ・自 動 電荷料等(按分〉 郵便料等 自動車燃料俊(j'tç分)
11 

ll[燃料費. その他

使用者 埠ン⑫!文岬月日， ュ。/ア年♂ 月/.5一日 現金出納簿 3ぐ持、 h AにI、 • 到ロr 0'" /.1 0 円支出番号
, 



別記第 2 号様式

1 調査研究費

5 要請 ・ 陳情活動費

10 事務所費

支出目的

(支出事由)

内 容

支出年月日

去年3月 /日

支出明細書兼支出証明書

区 分 ※該当する区分にO印

2 研修費 3 広報議費問4 広聴費
6 会議費 7 資料作 資料購入費

11 通信運搬 ・自動車燃料費(郵便料等)

一遇制~~-~犯今一材坐一一一…

3S 

支出番号埜ぎ
~ ;0....' 

費 目 名

豹同~~お等感抗手十
※該当する支出費目を記入

一一一一一日一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

支 出 先 支 出 金額

開問題タit氏同建法‘主~~/宇 r .J � t:>0 
円

‘ 

上記のとおり支出します。

議員氏名主イおけ: @ ，

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄
振替払込請求書兼受領証

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式 「領収書等整理票j に貼付してください。
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しも

e
-

の
川
内
原
発
周
辺
の
活
断

層
が
誘
導
さ
れ
て
動
け
ば

中
央
構
造
線
延
長
上
の
布
田
川
・
日
奈
久
断
層
で
、
ど
フ
な
る
か
は
検
討
さ
市

い
な
い
し
、
長
周
期
地

再
稼
働
し
た
川
内
原
発
は
運
転
停
止
を
!
震
動
に
よ
る
被
災
も
来
検

討
の
ま
ま
パ
稼
働
継
続
を

熊
本
県
と
大
分
県
で
大
き
一
の
震
度

7

は
過
去
に
例
が
な
一
州
の
震
源
が
妻
、
ど
の
よ
一
判
断
す
る
、
と
い
う
稼
働

な
地
震
が
相
次
い
で
い
る
。
一
い
。
十
白
日
夜
の
祖
霊
平
以
降
、
一
う
に
移
動
す
る
の
か
、
発
生

'一
あ
り
き
の
規
制
委
運
営
で

四
月
十
四
日
午
後
九
時
過
一
M
一
子
五
以
上
の
地
震
は
十
一
す
る
地
震
の
規
模
は
ど
の
程
一
あ
っ
た
。
十
四
日
夜
の
前

ぎ
、
熊
本
県
熊
本
地
方
の
日
一
七
日
午
後
一
時
半
ま
で
に
百
一
康
な
の
か
、
料
品
子
的
予
測

m

一
震
の
揺
れ
は
益
城
町
で
1

奈
久
断
層
事
詩
露E
し
て
、
一
六
十
五
回
発
生
。
一
九
九
五
一
で
去
な
い
中
で
、
両
原
発
の
一
5
8
0
ガ
ル
。
十
六
日
の

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
6
4
・
一
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
以
降
一
耐
震
安
企
荏
が
在
ぎ
れ
る
。
一
末
震
で
の
最
大
加
速
度
は

5

の
地
震
が
発
生
し
、
同
県
一
で
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
一

・

丸
川
珠
代
原
子
力
防
災
担
…I3
6
2

ガ
ル
、、
こ
れ
ら

益
城
町
で
震
度
7

の
揺
れ
一
余
震
に
は
中
央
構
造
線
の
一
当
大
庄
は
「
(
今
回
の
地
震
一
は
望
の
揺
れ
で
あ
る
が
、

(
最
大1
5
8
0
ガ
ル
)
を
一
西
端
を
な
す
別
府
i

万
年
山
一
で
川
内
原
発
で
観
測
さ
れ
た
一
こ
れ
が
川
内
原
発
の
直
下

観
判
こ
れ
宣
型
農
と
エ
ズ一い一、断
層
審
案
、
発
生
し
た
も
の
も

'一
地
震
動
は
最
大
で
1
2
・

6

一
で
起
き
れ
ば
、
ひ
と
た
ま

十
六
日
未
明
に
は
や
宅
北
に
て
あ
り
、
今
回
の
地
震
の

、

一
つ
一
ガ
ル.

と
な
っ
で
い
る
か
ら
)
{
り
も
な
い
ニ
と
は
確
か
。

隼
豊
ヲ
る
布
田
川
断
固
審
を
-
一
の
特
徴
は
比
較
的
規
模
の
大
ι
原
子
力
規
制
奮
員
会
に
お
い
一
地
質
学
者
の
立
石
雅
昭
新

震
源
と
し
て
、M
7
・
3

の
一、

き
な
地
震
が
中
部
九
州
一
円
一
て
川
内
原
発
を
停
止
さ
せ
る
一
潟
大
学
名
、
誉
教
授
は
「
現

本
震
が
発
生
し
、
熊
杢
巾
や
一
の
広
い
範
囲
で
次
々
に
そ
の

も一
必
要
は
な
い
と
判
断
さ
れ
て

d一
在
、
地
震
は
治
ま
っ
て
い

菊
並
巾
な
ど
広
い
範
囲
で
震
一
場
を
務
動
さ
せ
な
が
ら
発
生
一
い
る
」
と
司
メ
ン
ト
。
十
八
一
な
れ
。
日
奈
久
断
層
の
南

度
6

強
の
揺
れ
を
観
測
モ
・一
ー
し
て
お
り
、
し
ば
ら
く
は
予
一
日
に
開
懲
c
れ
た
規
制
斉
は
、
一
酉
に
活
動
が
移
れ
ば
、
川

の
後
、
気
象
庁
は
益
城
町
と
一
断
を
許
さ
な
い
。
一
川
内
原
発
の
基
準
地
震
動
は
一
内
原
発
を
ー
直
撃
す
る
ケ
!

西
原
村
で
震
度7
を
観
測
し
一
布
田
川
・
日
奈
久
断
層
審
一6
2
0
ガ
ル
。‘
十
六
日
の
本
・一
ス
が
な
い
と
は
一
ず
一
更
な
い
。

た
と
発
占
有
益
城
町
の
二
度
一
は
、
中
央
構
止
議
の
西
端
と
一
震
に
よ
る
川
内
原
発
の
建
屋
一
固
と
九
州
電
力
仕
再
稼
働

日
j

一
確
認
さ
れ
る
別
府
1

万
年
山
一
下
底
で
の
揺
れ
は12
・

6

一
し
た
原
発
を
緊
急
に
停
止

>
一
一
世
誕
芯
時
間
齢
社
昨
日
?
軒
ヰ
幹
的
店
長
信
長

官
午
月

A
Z

繁
れ
ば
川
内
原
発
が
あ
る

o
t
一
弘
目
安
断
声
帯
の
南
西
五
い
」
と
毒
す
る
。

審
者
臨
開
備
縮
問
麿
だ
、
四
事
万
原
発
の
沖
合
…

O吋
割
到
引
剥
到
引
司
司
ゴ
到

J

A
Y刑
判
玩
儲
窃
負
健
制
的
…
捌

A『
一
一

八
井一ロ
のb
こ
ろ
を
中
央
構
造
一G
「
原
則
四
十
年
運
転
」
ざ
え
骨
抜
き
(
四
面
)

。

3
3
3
3
J
S
U
:
線
が
走
っ
て
い
る
。
中
部
九
一
O
電
力
供
給
の
九
四
'
五
%
が
再
生
可
能
エ
ネ
八
五
面
)

'

(~， 
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4
・
日
本
列
島
を
め
ぐ

二
る
大
地
震
は
兵
庫
県

=
南
部
地
震
(
一
九
九

一
五
年
)
以
来
、
活
動

]
期
に
入
っ
て
い
る
。

前
の
活
動
期
終
末
の
福
井
地
震

(
四
八
年
)
か
ら
の
大
地
震
の

静
穏
期
に
、
原
発
は
じ
め
高
速

道
路
・
高
架
橋
・
高
層
ビ
ル
・

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ト
ト
等
の
近
代

構
造
物
が
建
設
さ
れ
、
い
ま
大

地
震
の
洗
礼
を
受
け
て
い
る

@

原
発
で
は
、
柏
崎
刈
羽
原
発
被

災
一
(
二
O
O

七
年
)
、
福
島
原

発
震
災
(
一
一
年
)
と
し
て
、

大
地
震
の
警
鐘
が
発
せ
ら
れ
て

い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安

倍
政
権
は
本
格
的
な
対
策
も
と

ら
な
い
ま
ま
に
原
発
再
稼
働
へ

暴
走
じ
て
い
る
。
規
制
委
は
今

回
地
震
で
再
稼
働
さ
せ
た
川
内

原
発
に
で
異
常
は
な
い
」
と
し

て
運
転
継
続
を
認
め
て
い
る

@

現
在
の
熊
本
地
震
で
「
異
常
が

な
い
」
の
は
当
然
の
話
。
同
じ

地
震
が
原
発
直
下
ま
た
は
近
傍

で
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
か
ど

う
か
、
そ
の
と
き
耐
震
性
が
あ

る
か
が
問
題
で
あ
る
プ
こ
の
リ

ア
ル
な
認
識
が
求
め
ら
れ
る
。



発行所原発問題住民運動全国連絡センター
発行人中村敏夫/1部300円年間3.000円

〒lOHJOOl 東京都千代田区三伊万一11-13

MM ピノレ II {I日東洋的ゆ402

TEL 03-5215-0577 FAX 03-5215-0578 
郵便振替 00150~7-355202 

http://homepage2.nifty.com/gjc/ 
メール=genpatu-主liJiin-c;@nìfty. ne. jp 

h国

ISSN1880-4063 

2016年5 月 25 日(水)げんばっ
1994年12月 15 臼

第三種郵便物時0.326

第326

¥
J
'
 

4.
,E 

〆
'
t
町
‘
、

f
t
¥
 

。
一
拠出
金
で
賄
わ
れ
る
。

六
ケ
所
再
処
理
工
場
は
事
故
が

に
相
次
ぎ
、
竣
工
時
期
は
二
十
二
回

国
の
関
与
強
め
、
サ
イ
ク
ル
政
策
延
命
へ
…
も
延
期
さ
市
、
行
き
詰
ま
り
で
あ

一
る
。
高
速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ
(
福

一T
き
吉
支

d

丁
目
時
こ
を
面
食
正
を
一
井
県
敦
賀
市
)
も
事
故
が
相
次
ぎ

守
王
室
口
一

E
t
+
T
E
I

一
三
一
日
本
吉
田
宅
一
行
き
詰
ま
り
。
国
に
は
核
燃
料
サ

原
発
の
使
用
済
み
燃
料
再
処
理
一
る
こ
と
で
事
業
資
金
の
確
保
を
確
一
イ
ク
ル
政
策
そ
の
も
の
の
抜
本
的

事
業
の
枠
組
み
を
変
更
す
る
「
再
一
実
に
し
、
電
力
自
由
化
に
伴
う
競
一
見
直
し
・
検
証
が
求
め
ら
れ
て
い

処
理
等
拠
出
金
法
」
が
五
月
十
一
一
争
激
化
を
理
由
に
各
社
が
再
処
理
一
る
。

目
、
参
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
一
事
業
か
ら
撤
退
す
る
じ
と
を
防
ぐ

ο

一
に
も
か
か
わ
ら
ず
、-

国
は
枠
組

し
た
。
一
日

'本
原
燃
は
株
式
会
社
の
ま
ま
十
み
変
更
と
い
う
小
細
工
で
サ
イ
ク

新
た
な
事
業
主
体
と
し
て
、
国
一
存
続
す
る
が
、
「
機
構
」
'
を
通
じ
一
ル
延
命
に
一
手
を
講
じ
た
形
だ
。

が
監
督
す
る
認
可
法
人
「
使
用
済
一
て
国
の
監
督
を
受
け
る
。
日
本
原
一
「
核
抑
止
」
論
者
に
は
既
得
権
擁

燃
料
再
処
理
機
構
」
を
設
置
し
、
一
…
燃
が
建
設
中
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
ア
一
護
し
か
見
之
な
い
。
日
本
の
不
幸

そ
こ
が
日
本
原
燃
(
青
森
県
六
ゲ
一
ウ
ラ
ン
混
合
酸
化
物(
M
O
X
)
ふ
で
あ
る
。

所
村
)
に
業
務
を
委
託
す
る
形
に
一
燃
料
加
工
工
場
の
運
営
費
な
ど
も
一
(
八
面
「
原
争
問
題
の
鰐
醤
参
屈
の

変
更
す
る
。
国
の
関
与
を
強
め
る
一

l

、
-

'

]

こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
り
再
処
理
一
業
仁
社
一
国
閣
閣
閣
閣
閣
己
一
」
料
生
一
夜
一

事
量
一
銭

τ
1
1
1
j
j
」
広
…
白
一
一
扇
一

事
業
を
継
続
す
る
の
が
目
的
で
あ
一F

賢
一
語
一
週
一
議
輔
自
回
目
震
ー
崎
一

5
1
5一
=
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
=
一
一
一
一
一
一
一
一
議
一

る
。
一
期
直
変
一
語
「
記
悩
鴎
潤
ペ
ー
ー
扇
胸
囲
一
事
業
委
託
百
一

朝
見
C

至
割
安
静
化

v
『

f

仁

「
機
構
」
の
事
業
計
画
や
人
事γ
粕
の
i
l
-
-
iト
υ
1
1
は
河
川
一
一
f
:
;
j
j

巴
-
ー

は
国
が
監
督
権
限
を
も
っ
。
各
竜
一
燃
肋
コ
司
一一

、

司
」
一
子

一

力
会
社
が
す
べ
て
の
使
用
済
み
戸
惑
藻
一
辰
吉
盛
田
E
E

窒
ミ
ミ
ミ
ミ
欄
一

料
の
再
処
理
費
用
を
拠
出
金
と
し
一

2

一
認
可
匡
再
処
理
費
用
亙

:
i

行
一
て
認
可
法
人
に
支
払
う
こ
と
を
法
一
l
i
-
-
七
|
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
Lド

回
出
時
-
的
に
義
務
化
さ
れ
る
。
再
処

一

理
費
一O
新
規
準
パ
ス
し
た
ら
「
免
震
重
要
棟
」
設
置
せ
ず
(
ニ
面
)

1
2

お
一
用
は
、
こ
れ
ま
で
電
力
会
社
が
資
一
O
福
島
県
が
A
D
R
初
申
し
立
て
(
三
面
)

ο

月
回
一

2
5

4h
f
金
管
理
組
織
に
任
意
で
積
み
辛
子
三O
高
浜
1
・
2

号
機
「
特
例
六
十
年
運
転
」
へ
初
認
可
(
図
面
)

j

て
い
た
が
、
支
払
い
を
義
務
化
す
一
O
オ
パ
マ
米
大
統
領
が
被
爆
地
・
広
島
を
初
訪
問
(
五
面
)

珂
同
け
コ
コ
・
も
の
ご
と
、
が
上
手

霊
園
圃
雪
一
ノ
お
す
す
ま
な
い
と
き

二
両
目
闘
一
一
は
、
い
っ
た
ん
、
立

一
一
極
盟
国
二

、ち
止
ま

，

っ
て
見
直
す

B
R
E
E

」
と
と
が
必
要
で
あ
る
。

と
の
ニ
と
は
、
人
生
経
験
が
教

え
て
い
る
。
き
わ
め
て
常
識
的

な
こ
と
で
あ
る

・

ニ
れ
が
日
本

の
原
子
力
政
策
で
は
ま

、

っ
た
く

通
知
も
な
い
。
.
日
本
の
原
子
力

政
策
の
原
発
推
進
政
策
も
福
島

原
発
事
故
で
行
き
詰
ま
り
。
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
も
、
六
ケ

所
再
処
理
工
場
、
高
速
増
殖
炉

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
相
次
ぐ
事
故

で
行
き
詰
ま
り

c

高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
処
理
'
処
分
は
当

初
が
ら
行
き
詰
ま
り
。
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
行
き
詰
ま
り
で
あ
る

・
政
府
主
電
力
会
社
は
、
こ
れ

を
小
細
工
で
か
わ
す
こ
と
し
か

や
ら
な
い
。
起
き
て
い
る
事
態

は
?
そ
ん
な
軽
々

L
い
問
題
で

は
な
い
。
小
手
先
対
応
に
は
、

次
に
も
っ
と
大
き
怠
し
っ
ぺ
返

、

し
が
待
っ
て
い
る
。
:

そ
れ
が
わ

か
ら
な
い
と
ニ
ろ
に
ま
で
き
て

い
る
。
そ
の
尻
ぬ
ぐ
い
は
結
局
、

国
民
に
押
し
つ
け
ら
れ
る
。
常

識
あ
る
世
界
へ
転
換
を
願
う
。
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(
{
視
察
ル
i
ト
】
参
昭
む
の
後
、

一
再
び
H
B
C

測
定
。
福
島
第
一
原

ザ
一
発
滞
在
の
約
三
時
間
半
の
被
曝
線

科
学
者
、
住
民
ら
も
参
加

山

一
量
は
「
O

一O
一
号
」
、
A
l
タ

T
:

一
線
ゼ
ロ
。
構
内
の
空
中
線
量
が
も
っ

当
セ
ン
タ
ー
が
要
請
し
て
い
た
福
一
部
教
授
)
、
野
口
邦
和
氏
(
日
本
大
一
と
も
高
か
っ
た
の
は
払
〈

\
F
4
号

島
第
一
原
発
(
福
島
県
大
熊
町
・
双
一
学
准
教
授
)
、
舘
野
淳
氏
(
核
エ
ネ
一
機
原
子
炉
建
屋
前
の
「
三

O

」
。

葉
町
)
の
立
入
調
査
が
六
月
九
日
、
一
ル
ギ
!
問
題
情
報
セ
ン
タ
ー
事
務
局
二
則
回
時
の

「
六O
同
」
と
比
べ
て

日
本
共
産
党
福
島
県
議
団
(
神
山
悦
一
長
)
、
小
野
寺
利
孝
弁
護
士
、
米
倉
一
ほ
ぼ
半
減
。
場
所
に
よ
っ
て
は
全

子
団
長
ら
全
県
議
五
人
)
の
現
地
視
一
勉
弁
護
士
、
広
田
次
男
弁
護
士
、
大
一
面
マ
ス
ク
不
着
用
の
作
業
員
の
姿

察
と
し
て
行
わ
れ
た
。
福
島
第
二
原
一
木
裕
生
弁
護
士
、
佐
藤
三
男
・
原
発
一
も
目
立
っ
た
。

H
B
C

測
定
も
、

発
〈
二
O

一
四
年
一
月
)
、
福
島
第
一
被
害
者
訴
訟
原
告
回
全
国
連
絡
会
事
一
前
回
ま
で
は
「

V
ピ
レ
ツ
ジ
」
で

一
原
発
(
二O
一
玉
年
五
月
)
に
つ
一
務
局
長
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
早
川
篤
一
実
施
さ
れ
た
が
、
今
回
は
福
島
第

づ
く
立
入
視
察
で
あ
る
。
一
雄
・
代
表
委
員
、
柳
町
秀
一
・
事
務
三
原
発
構
内
の
入
退
域
管
理
施
設

こ
の
現
地
視
察
に
は
、
安
斎
育
郎
一
局
長
ら
が
参
加
し
た
。
一
で
行
わ
れ
た
。
構
内
視
察
後
、
パ

氏
(
安
斎
科
学
・
平
和
事
務
所
長
)
、
一
一
行
は
、
午
前
十
一
時
か
ら
東
京
一
ス
で
「

V
ピ
レ
ツ

'ジ
」
に
戻
っ
た
。

桂
川
秀
嗣
氏
(
東
邦
喜
子
各
套
撃
、
一
電
力
の
前
進
基
地
「

V

ビ
レ
ツ
ジ
」
一
東
電
の
福
島
復
興
本
社
の
石
崎
芳

守

高
垣
雅
緒
氏
(
藍
野
大
学
短
期
大
学
一
(
広
野
町
)
で
説
明
を
受
け
た
後
、
一
行
副
社
長
が
あ
い
さ
つ
。
参
加
者

!
i
l
i
l
i
1
1
1
1
l
一
パ
ス
で
福
島
第
一
原
発
へ
移
動
(
約
一
か
ら
は
今
回
視
察
に
対
す
る
意
見
、

【
視
察
ル
i
ト
】
①
重
要
免
震
棟
、
一
四
十
分
)
。
免
震
重
要
棟
で
は
、
職
一
要
望
、
感
想
が
多
数
出
さ
れ
た
。

②
高
性
能
多
核
種
除
去
設
備
(
ア
ル
プ
…
員
を
前
に
神
山
団
長
が
あ
い
さ
つ
。
一
午
後
六
時
す
ぎ
視
察
は
終
了
し
た
。

ス
)
、
③
増
設
多
核
種
除
去
設
備
(
降
一

定
一
小
野
明
所
長
が
対
応
し
た
。
一
立
入
視
察
に
お
け
る
東
電
と
の
・

車
)
、
④
乾
式
キ
ヤ
ス
ク
仮
室
戸
言
備
一

現
場
、
⑤
サ
ブ
ド
レ
ン
浄
化
設
備
現
一
一
行
は
、
ホ
l
ル
ボ
デ
ィ
ー
ヵ
ゥ
一
質
疑
応
答
で
は
、
事
故
収
束
、
廃

場
、
⑥
多
核
種
除
去
設
備
、
⑦
タ
ン
一
ン
タ
!
〔

H
B
C
)
測
定
後
、
線
量
一
炉
作
業
に
当
た
る
現
場
労
働
者
の

ク
群
、
⑧
使
用
済
吸
着
塔
一
時
保
管
一
計
と
全
面
マ
ス
ク
防
護
服
を
着
用
し
、
一
被
曝
問
題
が
改
め
て
重
要
課
題
と

施
設
、
⑨
1
5
4

号
機
外
観
、
⑩
4

一
パ
ス
で
福
島
第
一
原
発
構
内
を
視
察
一
し
て
浮
上
し
た
。

号
機
原
子
炉
建
屋
、
⑪
凍
土
遮
水
壁
一

現
場
、
⑫
共
用
ゴ
!
ル
、
⑬
海
側
施
一
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l

一O
熊
本
地
震
が
問
う
原
発
の
耐
震
安
全
性
三
面
)

設
、
⑬
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
一

6
B
、
夜
/
森
線
鉄
塔
倒
壊
現
場
、
一

O
東
電
社
長
指
示
「
炉
心
溶
融
使
う
な
」
四
年
間
公
表
せ
ず

⑮
入
退
域
管
理
施
設
一

O
オ
パ
マ
米
大
統
領
の
広
島
演
説
(
全
文
)
(
五
面
)

弁
護
士
、

(
図
面
)

到
珂
叫
コ
ヨ
@
福
島
第
一
原
発
事

一
語
圏
圃
司
一
故
で
炉
心
溶
融
の
公

=
~
M
回
凶
一
一
表
が
遅
れ
た
問
題
で
、

一
一
面
盟
国二
慶
瀬
直
己
東
京
電
力

5
P
E

匡
社
長
は
六
月
二
十
一

日
、
当
時
の
社
長
が
炉
心
溶
融

の
言
葉
を
使
わ
な
い
よ
う
に
指

示
し
て
い
た
こ
と
を
、
初
め
て

隠
蔽
と
認
め
謝
罪
し
た
@
同
十

六
日
、
東
電
の
第
三
者
検
証
委

員
会
が
、
事
故
後
、
記
者
会
見

中
の
副
社
長
に
対
じ
、
社
長
が

「
官
邸
の
指
示
」
で
炉
心
溶
融

の
言
葉
は
使
わ
な
い
ニ
と
と
す

る
メ
モ
を
差
し
入
れ
た
経
過
を
、

東
電
は
四
年
前
か
ら
知
り
な
が

ら
公
表
し
な
か
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
が
、
隠
蔽
は
否
定

し
て
い
た
・
「
官
邸
の
指
示
」

が
菅
直
人
元
首
相
ら
か
ら
強
く

否
定
さ
れ
、
結
局
、
広
瀬
社
長

の
今
回
の
謝
罪
と
な
っ
た
。
炉

心
溶
融
問
題
を
当
初
か
ら
指
摘

し
た
の
は
泉
田
裕
彦
新
潟
県
知

事
で
あ
る
。
東
電
は
柏
崎
刈
羽

原
発
の
再
稼
働
を
す
る
に
は
こ

の
間
題
を
避
け
て
通
れ
な
い

・

広
瀬
社
長
の
謝
罪
は
、
事
実
を

認
め
た
の
で
は
な
く
、
向
原
発

の
再
稼
働
前
提
の
発
言
で
あ
る
。
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a
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J
t
s
、

本
来
、
原
子
炉
等
規
制
法
は

「
原
子
炉
解
体
で
生
じ
る
金
属
な

偽
装
リ
サ
イ
ク
ル
誘
発
の
恐
れ
コ
け
げ
バ
リ
ゴ
汁

M
J」
一

壬
菜
市
H
F是
霊
訪
の
解
除
堕
一
一
間
一
同
様
の
処
分
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
一
o
o
h
Jと
規
定
。
こ
れ
を
超
え
れ

千
葉
市
は
六
月
二
十
八
日
、
市
内
一
、
が
、
千
葉
市
は
当
面
、
市
内
の
清
掃
一
ば
、
放
射
性
廃
棄
物
と
し
て
地
下

に
保
管
す
る
福
島
原
発
事
故
で
発
生
一
工
場
で
の
保
管
を
続
け
る
。
一
埋
設
す
る
よ
う
定
め
て
い
る
。
だ

じ
た
放
射
性
物
質
を
含
む
指
定
廃
棄
一
千
葉
県
内
に
は
十
市
に
計
約
三
千
一
が
、
事
故
発
生
で
原
発
サ
イ
ト
外

物
の
指
定
解
除
を
環
境
省
に
申
請
し
一
七
百
十
ン
の
指
定
廃
棄
物
が
あ
り
、
千
一
で
想
定
外
の
汚
染
が
拡
大
。
二

O

た
。
市
が
保
啓
子
る
指
定
廃
棄
物
七
・
一
葉
市
の
保
管
分
は
全
体
の

0
・
二
軒
。
二
二
年
一
月
、
放
射
性
物
質
汚
染

七
ト
ン
の
放
射
性
物
質
濃
度
を
再
測
定
一
同
省
ほ
全
県
分
の
集
中
保
管
の
処
分
一
対
処
特
別
措
置
法
は
入

o
o
o
h

し
た
結
果
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
一
場
と
し
て
東
京
湾
岸
の
東
電
千
葉
火
一
超
の
廃
棄
物
を
「
指
定
廃
棄
物
」

が
「
一
キ
ロ
守
当
た
り
八
O
o
o
h超
」
一
力
発
電
所
敷
地
内
を
選
定
し
て
い
る
。
一
、
と
し
て
国
が
処
理
し
、
そ
れ
以
下

の
指
定
基
準
を
下
回
っ
た
た
め
、
指
一
し
か
し
、
千
華
巾
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
一
は
一
般
の
廃
棄
物
と
同
様
に
処
理

定
解
除
を
申
請
し
た
。
一
各
自
治
体
の
分
散
管
理
を
主
張
。
今
一
す
る
こ
と
と
し
た
。

指
定
廃
棄
物
は
東
北
や
関
東
な
ど
一
回
申
請
で
、
指
定
廃
棄
物
ゼ
ロ
と
な
一
同
省
は
一

o
o
h
と
八
0
0
0

十
二
都
県
で
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
一
る
千
葉
市
へ
の
集
約
は
市
民
の
理
解
一
陶
の
違
い
を
寸
再
利
用
」
と
「
廃

解
除
申
請
は
全
国
で
初
め
て
。
解
除
一
が
得
ら
れ
な
い
と
受
け
入
れ
拒
否
の
一
葉
処
理
」
の
違
い
と
説
明
し
て
き

が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
通
常
の
ゴ
ミ
と
一
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。
一
た
が
、
汚
染
土
の
再
利
用
は
こ
の

環
壌
省
H

原
奉
還
不
T士
主
再
利
剤
一
説
明
を
矛
盾
す
る
。
こ
れ
を
議
論

き
を
法

j

を
時
に
用
一
、

，

>
β

れ
置
吻
叶
喋
鳴
剤
一

一
方
ー
同
省
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
一
し
た
同
省
の
非
公
式
会
合
で
は
、

i
l
-
-
i
i
l
i

l

-

-

詳
峰
、
が
脱
獄
併
繍
緋
相
川
一
濃
度
が
一
J
M
ラ
当
た
り
八
O
o
o
h

一
農
地
の
除
染
基
準
と
の
整
合
性
も
・

樋
蜘
類
一
綿
一
腕
糊
初
蹴
腕
時
一
幹

V
一
を
上
限
に
道
路
の
盛
り
土
な
ど
公
共
一
議
論
に
上
っ
た
。
ま
た
、
汚
染
土

註
翻
作
を
対
ま
ィ
、
き
で
の
以
一
事
業
で
再
利
用
す
る
方
針
を
正
式
決
一
再
利
用
の
有
償
引
き
取
り
も
論
議

山
崎
町
麟
耕
一
一
一
説
明
長
十
計
七
日
…
H
U
M
-
H

許
制
即
日

額
一
泊
紅
一
肌
…
組
功
一
椛
航
時
一
刊
防
相
一
新
た
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
一
れ
る
危
険
」
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

鍛
厚
骨
超
放
で
こ
制
に
原
生
基

一

l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1

割
削
阿
同
一

O
南
相
馬
市
一
万
人
超
の
避
難
解
除
(
ニ
面
)

部
町
汎
瓜

v

問
' ‘
・

一O
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
公
表
遅
れ
に
見
る
東
京
電
力
の
隠
蔽
体
質
〔
四
面
)

く

o
O

-

a
E

，

一
-

一
O
日
本
地
熱
発
電
資
源
量
は
世
界
三
位
、
利
用
率
二
・
二
軒
(
五
面
)

/ 、

1 

10，∞侶q

-
今
年
は
旧
ソ
連
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
三
十
周
年
、
福
島

第
一
原
発
事
故
玉
周

奇
年
で
あ
る
・
原
住
連

と
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
は
共

催
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
現

地
調
査
を
実
施
(
前
号
配
布
チ

ラ
シ
ム
ニ
一
「
面
参
照
)
す
る
。
事

故
時
に
放
出
さ
れ
た
セ
シ
ウ
ム

仰
の
半
減
期
三
十
年
、
ス
ト
ロ

ン
チ
ウ
ム

ω
の
半
減
期
二
十
八
・

八
年
と
も
重
な
る
@
事
故
三
十

一年
を
経
過
し
て
被
害
の
実
相
、

一
被
災
者
の
現
状
、
そ
の
藷
対
策

一の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て
、

一
現
地
を
訪
れ
、
関
係
機
関
や
被

一
災
者
ら
と
会
い
、
そ
れ
ら
の
認

一
識
を
深
め
た
い
と
の
思
い
か
ら

一の
現
地
調
査
で
あ
る
@
そ
れ
は
、

一五
年
を
経
過
し
た
福
島
第
一
原

一発
事
故
の
被
災
者
対
策
、
被
災

一地
対
策
、
事
故
収
束
対
策
の
取

一り
組
み
の
抜
本
的
強
化
・
拡
充

一
に
生
か
し
た
い
と
の
思
い
か
ら

一
で
も
あ
る
@
原
住
連
は
一
九
九

』
一
年
以
来
、'
ほ
ぼ
五
年
ご
と
に

現
地
調
査
を
実
施
し
て
き
た
が
、

五
年
前
は
不
能
と
な
っ
た
。
十

年
ぶ
り
の
現
地
調
査
で
あ
る
。
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一
ト
の
増
設
に
向
け
て
国
と
調
整
し

一
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
九
電
が
計
画
し
て
い

ゴ
一
反
園
鹿
児
島
県
知
事
が
就
任
会
見一

…
る
川
内
1
号
機
新
設
に
つ
い
て

「
難
し
い
ー
と
思
う
。
福
島
の
事
故

鹿
児
島
県
知
事
選
で
初
当
選
し
一
月
下
旬
か
、
九
月
上
旬
を
め
ど
に
、
一
も
あ
り
、
県
民
も
国
民
も
、
新
た

た
三
反
間
訓
(
み
た
ぞ
の
さ
と
し
)
一
九
州
電
力
に
対
し
て
川
内

1

・

2

一
に
原
発
を
つ
く
っ
て
い
い
で
す
よ

氏
が
七
月
二
十
八
日
、
知
事
に
就
一
号
機
(
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
)
一
と
は
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

任
し
、
初
登
庁
し
た
。
就
任
会
見
一
の
停
止
を
申
し
入
れ
る
こ
と
を
明
一
川
内
原
発
の
一
時
停
止
は
知
事

で
三
反
園
知
事
は
「
熊
本
地
震
が
一
ら
か
に
し
た
。
一
選
の
公
約
。
避
難
計
画
に
つ
い
て

起
き
、
本
当
に
原
発
は
大
丈
夫
な
一
ま
た
、
原
発
周
辺
の
放
射
線
量
一
有
識
者
委
員
会
を
設
け
て
計
画
の

，

の
が
不
安
が
あ
る
」
と
の
べ
、
八
一
を
測
定
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
一
妥
当
性
を
検
証
す
る
と
し
て
い
る
。

四
国
電
力
は
八
一
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
基
準
一
設
計
の
基
礎
と
な
る
基
準
地
震
動

1
1

月
十
二
日
、
伊
方
一
の
も
と
で
稼
働
し
た
原
発
は
三
原
一
の
過
小
評
価
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

日
H
3
号
機
(
愛
媛
県
一
発
五
基
目
だ
が
、
う
ち
関
西
電
力
・
一
ま
た
、
避
難
計
画
で
は
、
複
合
災

吐
店
伊
方
町
)
の
再
稼
一
高
浜
3
・
4
号
機
(
福
井
県
高
浜
一
害
の
対
応
は
困
難
と
さ
れ
、
立
地

司
は
働
を
強
行
し
た
。
一
町
)
は
大
津
地
裁
の
運
転
差
し
止
一
し
て
い
る
佐
多
岬
半
島
の
住
民
約

机
究
こ
れ
で
国
内
で
一
め
仮
処
分
決
定
を
受
け
て
停
止
中
。
一
五
千
人
が
孤
立
す
る
懸
念
が
あ
る
。

原
運
転
中
の
原
発
は
一
伊
方
3
号
機
は
高
浜
3
・
4
号
機
一
「
瀬
戸
内
海
を
守
ろ
う
会
」
は

一
一
一
九
州
電
力
・
川
内
一
と
と
も
に
プ
ル
サ

l

マ
ル
計
画
の
…
八
月
十
一
日
、
伊
方
町
民
(
人
口

で
1

・
2

号
機
に
つ
一
予
定
だ
っ
た
が
、
高
浜
が
司
法
判
二
万
二
十
三
人
)
の
二
百
九
十
四

隻
・
づ
き
計
三
基
。
一
断
で
停
止
中
の
た
め
、
唯
一
の
プ
一
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
発
表
。

計
官
伊
方
3
号
機
は
、
一
ル
サ

i

マ
ル
発
電
と
な
る
。
一
「
反
対
五
五
計
」
に
の
ぼ
る
一
方
、

広
恥
松
山
、
広
島
、

、

大
…
伊
方
原
発
の
北
側
直
近
を
中
央
一
「
「
賛
成
二
五
計
」
に
と
ど
ま
っ

j
4

分
の
各
地
裁
で
住
一
構
造
線
が
走
っ
て
お
り
、
熊
本
地
一
た
。
無
回
答
や
「
わ
か
ら
な
い
」

民
が
運
転
差
し
止
一
震
を
契
機
に
、
伊
方
原
発
の
耐
震
…
が
二

O
判
の
だ
っ
た
。

め
の
仮
処
分
申
請
を
し
て
お
り
、
一

I
l
l
1
1
1
1
1
1
|
|
1
1
1
1
-
-
J
|
l
i
l
i
-
-

司
法
の
判
断
で
止
ま
る
こ
と
も
あ
一

O

原
発
で
被
曝
二
人
目
の
労
災
認
定
(
二
面
)

一O
大
飯
原
発
の
基
準
地
震
動
見
直
さ
ず
(
四
面
)

り
う
る
。
一

O

「
W
・
ポ
ス
ト
」
報
道
が
明
か
し
た
安
倍
賞
相
の
二
枚
舌
(
五
面
)

到
河
叫
コ
コ
・
原
発
事
故
に
「
想

一
語
圏
圃
雪
一
定
外
」
は
許
さ
れ
な

言
回
関
一
一
い
。
福
島
第
一
原
発

ニ
語
圏
匡
二
事
故
は
「
想
定
外
」

E
R
E
E
」
ど
こ
ろ
か
、
一
九
六

O
年
の
チ
リ
津
波
級
で
も
想
定

さ
れ
た
も
の
。
当
原
住
連
は
二

0
0

五
年
以
来
、
東
電
と
交
渉

し
て
き
た
が
、
東
電
が
無
視
し

た
。
そ
の
結
果
が
今
回
事
故
で

あ
る

@
本
来
、
原
発
で
は
何
事

も
安
全
サ
イ
ド
に
も
の
を
見
る

文
化
が
必
要
で
あ
る
。
過
去
の

想
定
内
で
は
事
故
は
防
げ
な
い
。

と
こ
ろ
が
電
力
会
社
は
、
当
初

は
地
震
の
無
視
か
ら
始
ま
り
、

無
視
で
き
な
く
な
る
と
、
地
震

の
大
き
さ
を
値
切
る
と
い
う
や

り
方
を
と
っ
た
。
危
険
な
も
の

を
安
全
だ
と
い
う
偽
善
的
態
度

ま
で
と
っ
た
。
こ
れ
が
福
島
第

一
原
発
事
故
を
招
来
し
た
@
今

ま
た
、
基
準
地
震
動
を
め
ぐ
っ

て
田
中
原
子
力
規
制
委
員
長
が
、

島
崎
前
委
員
長
代
理
の
基
準
地

震
動
の
過
小
評
価
と
い
う
指
摘

を
無
視
し
て
い
る
。
こ
れ
が
続

け
ば
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の

再
来
は
必
至
で
、
固
と
電
力
会

社
は
目
を
覚
ま
す
と
き
で
あ
る
。
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汚

0

月
-
回

2
9

引

、
h
s

ノ

・

1
・

8

/
t
t、

*
原
発
立
地
県
及
び
周
辺
県
へ

の
キ
ャ
ラ
バ
ン

ワ
一
⑦
【
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会

の
集
会
】

原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
ム
三
一
*
日
時
、
ド
一
一

O

一
七
空
一
一
月
五

，

I
l
i
l
l
l
i
-
-
-
-

」
一
口
μ

原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会
の
一
十
八
時
三
十
分

1

二
十
時
三
一
*
場
所
H

東
京
|
日
比
谷
野
外

運
営
委
員
会
は
九
月
十
三
日
、
一
十
分
一
音
楽
堂

「
ふ
く
し
ま
の
復
興
と
原
発
ゼ
ロ
…
*
場
所
日
東
京i

「
全
労
連
会
一
⑧
【
映
画
「
大
地
を
受
け
継
ぐ
」

を
め
ざ
す
大
運
動
方
針
」
を
採
用
一
館

2
F

ホ
l

ル
」
一

、

上
映
運
動
】

し
、
次
の
具
体
的
取
り
組
み
を
確
一
⑤
【
福
島
県
民
集
会
へ
の
連
帯
参
一
*
連
続
学
習
会
と
し
て
試
写
会

認
し
た
。
一
加
】
一
を
聞
き
、
各
地
に
参
加
を
呼

①
【
署
名
の
推
進
】
目
標
は
全
一
*
日
時
H

十
一
月
十
三
日
(
日
)
一
び
か
け
る

体
で
1
0
0

万
筆
。
全
国
連
絡
一
*
場
所
H

福
島
市
パ
ル
セ
い
い
一
⑨
【
新
聞
意
見
広
告
】

会
で
は
5
0

万
筆
を
目
標
一

一
，

ざ
か
一
*
二
。
一
七
年
二
月
上
旬
に
掲

②
【
グ
ッ
ズ
の
作
成
】
二
種
類
一
*
被
災
地
視
察
目
前
日
に
実
施
一
載
予
定

の
ポ
ス
タ
ー
(
各
一

O
)
、
横
一
⑥
【
原
発
立
地
県
キ
ャ
ラ
バ
ン
】
一
⑩
【
著
名
人
へ
の
協
力
要
請
】

断
幕
(
一
)
、
の
ぼ
り
(
二
)
「

J
U
U一U
U引
川
什
ぺ
川
川1111111

を
セ
ッ
ト
販
売
(
一
セ
ッ
ト
税
一
一
議
認
お
計
全
国
釜
集
会

i
n

岩

手

込
み
二
千
四
百
一
一
干
円
)
了

-
f
I
2
:
;
t
i
F
f
j
z
t
i

一O

「
再
生
可
能
壬
尤
ギ
!
の
街
・
吉
署
町
」
の
現
地
墨
ナ

③
【
毎
月
イ
レ
ブ
ン
行
動
}
「L
E

王
百
3
お
忌
庇
置
要
口
・
グ
人
出
費
支
岱
一
千
回

U

*
全
国
連
絡
会
と
し
て
毎
月
十
一

O
懇
墨
冬
袈
耳
-
一

，

一
日
に
新
宿
で
宣
伝
署
名
行
一
二
白
子
主
演
ヴ;
γ
:
;
:
i

一
泳
三
工
ま
吾
原
カ
ウ
ベ
ル
ホi
ル
・
プ7
r
i
L

丈
ム
要
二
ア
巴

動
一
芯
雲

:
j
;
'
:

・
第
一
回
一
十
月
十
一
日
(
火
)
一
一
+
ミ
主
ま
吾
恩
霊
場
コ
テ
し
シ

1

出
2

食
二
万
円
定
食
は
套
警
の
中
で
)

士
長

1

十
三
時
新
宿
西
日
二O
全
国
套
宴
会
盆
岡
市
。
ー\
L
i

二
一

一
*
十
五
平
七
日
(
日
)
歪
平
時一
王
ム2

後
四
時

・
第
二
回
一
十
一
月
十
一
日
一
に
行

f日
1
1
0
ι
ド
H
U
つ
;
i
E
H

一
*
サ
ン
ピ
ル
7
F
示
!
ル
(
資
料
代
千
巴
・

i

(
金
)
同
一

J
u
-
-
l
u
l
l
-
-
u
u
U
M
I
l
l
-
-
l

④
門
キ
ツ
一
ク
オ
フ
集
会
】
一

O
汚
染
水
対
策
行
き
詰
ま
り
凍
土
壁
効
果
の
見
極
め
急
務
三
面
)

*
-
日
時U
4
1月
十
一
日
一

O
規
制
委
「
L
1

」
廃
棄
物
の
処
分
方
針
了
承
(
四
面
)

一O

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
へ
の
明
と
暗
(
五
面
)

-凡fA冒-司・・­I'.:.~ 

_.，・・・・・E・・・・・E

_.-. .... ・......... 1・

酎守C'~l

… 
回同.担EI

-
一
-司:...0..'.. ・

一

酌白書圃.

(
火
)

-
原
子
力
関
係
閣
僚

会
議
は
九
月
二
十
一

日
、
「
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
高
速
炉
の

研
究
開
発
に
取
り
組
む
」
こ
と

を
確
認
す
る
一
方
、
高
速
増
殖

炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
(
福
井
県
敦

賀
市
)
に
つ
い
で
「
廃
炉
を
含

む
抜
本
的
見
直
し
を
行
う
い
と

の
方
針
を
決
定
し
た
・
こ
れ
ほ

ど
矛
盾
に
満
ち
た
決
定
は
な
いc

「
も
ん
じ
ゅ
」
は
高
速
増
殖
炉

の
原
型
炉
で
あ
り
、
こ
れ
が
一

兆
円
を
超
え
る
巨
額
を
投
入
し

な
が
ら
、
事
故
で
立
ち
往
生
と
.

な
っ
た
。
「
も
ん
じ
ゅ
」
見
直

し
は
高
速
増
殖
炉
開
発
の
見
直

し
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

・
「
も
ん
じ
ゅ
」
単
体
の
見
直
し

で
す
む
話
で
は
な
い
⑨
関
係
閣

僚
会
議
の
決
定
は
、
抜
本
見
直
樹

し
が
迫
れ
る
日
本
の
原
子
力
政

策
の
検
証
を
回
避
し
て
、
既
定

路
線
へ
の
固
執
を
端
的
に
示
し

て
い
る
。
現
状
で
も
、
深
刻
な

原
発
推
進
の
「
負
の
遺
産
」
に

直
面
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
棚
上

げ
し
て
、
よ
り
深
み
に
は
ま
る

道
を
選
択
し
た

c

最
た
る
愚
策
。
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一
県
民
は
七
三
計
に
達
L
、
再
稼
働
に

一
賛
成
と
応
え
た
こ
七
軒
の
実
に
二
'­

E

一一
七
倍
に
達
じ
て
い
た
。、

「
再
稼
働
反

量
、

一
対
」
の
六
回
計
の
人
た
ち
が
米
山
さ

E

J

-

・
一
ん
主
再
持
じ
た
(
朝
日
出
口
調
套
。

十
月
十
日
投
開
票
で
闘
わ
れ
た
新
一
て
た
た
か
っ
た
。
ー
で
政
党
支
持
率
で
は
自
公
四
五
が
い
に
対

潟
県
知
事
選
挙
は
、
「
新
潟
に
新
し
い
一
「
福
島
原
発
事
故
の
検
証
な
ぐ
し
で
→
し
て
野
克
二
三
軒
し
に
い
主
義
の
中
、

リ
ー
ダ
ー
を
誕
生
さ
せ
る
会
」
(
共
産
一
は
再
稼
働
の
議
論
は
で
き
な
い
」
在
す
一
無
党
派
の
六
割
の
支
持
を
集
め
た
米

党
・
自
由
党
・
社
民
党
・
新
社
会
党
・
一
る
泉
田
さ
ん
の
路
線
継
承
を
訴
え

γ
一
山
氏
一
が
、

ー
森
氏
江
六
万
三
千
票
の
差

緑
の
党
と
市
民
連
合
が
構
成
)

‘

が
擁
一
合
わ
せ
て
医
師
と
い
う
立
場
か
ら
、
一
を
つ
け
て
勝
利
し
た
。

立
し
た
米
山
隆
一
氏
が
、
自
民
党
・
一
健
康
被
害
と
避
難
計
画
の
検
証
が
必
一
福
島
原
発
事
故
の
後
、
原
発
ゼ
ロ

公
明
党
と
連
合
新
潟
が
推
す
森
民
夫
一
要
と
訴
え
抜
い
た
。
終
盤
に
さ
し
か
一
を
め
ざ
す
運
動
の
前
進
の
中
で
、
県

前
長
岡
市
長
を
破
り
、
新
潟
で
初
め
一
か
る
と
、
先
行
す
る
森
氏
を
し
て
一
民
の
原
発
再
稼
働
へ
の
不
安
が
増
大

て
の
野
党
系
知
事
が
誕
生
し
た
。
…
「
再
稼
働
に
反
対
す
る
」
と
言
わ
し
一
し
、
再
稼
働
に
反
対
す
る
世
論
は
五

米
山
さ
ん
は
泉
田
路
線
の
継
承
を
一
め
る
猛
追
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

、
白

一
割
を
超
え
て
い
た
が
、
原
発
マ
ネ
ー

掲
げ
、
「
現
状
で
は
柏
崎
刈
羽
原
発
一
森
氏
は
、
昨
年
再
稼
働
推
進
を
決
一
仁
よ
る
経
済
効
果
が
き
わ
め
て
限
定

の
再
稼
働
に
反
対
す
石
」
と
訴
え
た
。
一
議
し
た
自
民
党
県
連
に
推
さ
れ
る
と
一
的
で
あ
る
と
す
る
昨
年
暮
れ
の
新
潟

八
月
末
の
泉
田
現
知
事
の
突
然
の
一
と
も
に
、
米
山
氏
の
猛
追
に
焦
っ
た
一
日
報
の
連
載
、
県
技
術
委
員
会
の
粘

四
選
出
馬
断
念
、
立
候
補
撤
回
を
受
一
自
民
党
本
部
と
東
電
な
ど
の
財
界
の
一
り
強
い
追
及
で
こ
月
に
明
ら
か
に
な
っ

け
、
七
月
の
参
院
選
新
潟
選
挙
区
で
一
全
面
的
な
支
援
の
も
と
で
逃
げ
切
り
一
た
東
京
電
力

ι

に
よ
る
「
メ
ル
ト
ダ
ウ

の
劇
的
な
勝
利
を
勝
ち
取
っ
た
野
党
一
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
、
終
盤
、
自
一
ン
の
判
断
基
準
」
の
隠
蔽
は
、
東
電

は
、
知
事
選
に
お
い
て
も
野
党
と
市
一
主
投
票
と
し
て
い
た
民
進
党
が
事
実
一
は
信
用
で
き
な
い
、
原
発
は
不
要
と

民
の
共
闘
で
「
原
発
再
稼
働
を
と
め
一
上
米
山
氏
の
応
援
で
参
戦
す
る
に
至
一
い
お
県
民
世
論
玄
ぬ
汀
た
と
い
文
る
。

ょ
う
」
と

λ

粘
り
強
く
話
し
合
い
を
一
り
、
再
び
自
公
対
野
尚
早
・
市
民
連
合
一
県
議
会
で
は
自
民
党
が
圧
倒
的
な

繰
り
返
し
、
告
示
六
日
前
に
、
民
進
一
の
構
図
の
中
で
県
民
の
米
山
支
持
が
一
議
席
を
占
め
る
。
米
山
知
事
の
公
約

党
を
離
党
し
て
立
候
補
を
決
意
し
た
一
広
が
り
、
勝
利
を
つ
か
ん
だ

0

.

一
実
現
は
簡
単
で
は
な
い
。
そ
の
公
約

米
山
氏
を
擁
立
し
止
の
で
あ
るc

十
一
投
票
日
の

N
H
K

の
出
口
調
査
で
一
実
現
に
向
け
、
さ
ら
に
運
動
を
前
進

分
な
体
制
d韮
4わ
な
い
状
況
で
は
あ
っ
一
は
、
原
発
再
稼
働
に
反
対
と
応
え
た
一
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

に
が
、
選
挙
で
は
「
柏
崎
刈
羽
原
発
一
I
l
l
i
-
-
-
-
1
1
1
i
l
1
1
l
I
l
l
i
!
l
l
l
I

の
再
稼
働
」
.
を
最
大
の
争
尽
こ
し
て
、
一

O

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
三
十
年
現
地
調
査
団
帰
国
(
三
面
)

H
i

一O
汚
染
土
の
濃
度
測
定
不
能
?

b

仮
置
き
場
の
不
備

‘

(
三
面
)
、

文
字
通
り
、
県
民
・
市
民
に
依
拠
し
一

O
続
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
ペ
の
明
と
暗
(
五
面
)

米
山
隆
一
新
潟
県
知
事
の
誕
生

到
河
サ
コ
ヨ
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

一
戸EE圃
宅
一
原
発
事
故
三
十
年
現

=
~
困
問
回
一
一
地
調
査
団
(
九
月
二

一
一
面
畳
居
二
十
八
日
五
十
月
六
日
)

E
R
E
E

」。
は
ベ
ラ
ル
i

シ
、
ミ

ン
ス
ク
の
旅
を
終
え
、
無
事
帰

国
し
た
。
原
住
連
に
と
っ
て
四

度
目
の
現
地
調
査
で
あ
る
・
チ
エ

ル
メ
ブ
イ
ザ
大
惨
事
三
十
年
か

ら
福
島
大
惨
事
へ
の
教
訓
を
学

ぶ
こ
と
が
調
査
団
の
基
本
課
題
。

こ
の
認
識
が
調
査
団
参
加
の
個

λ
個
人
に
貫
い
て
い
た
こ
と
が

団
の
結
束
に
大
い
に
役
立
っ
た
。

ま
た
、
そ
れ
が
現
地
見
学
で
さ

ま
ざ
ま
な
成
果
を
も
た
ら
し
た

・
被
災
三
国
も
I
A
E
A

な
ど

国
際
機
関
も
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
は
終
わ
っ
た
」
と
寸
る
動
き

を
強
め
る
中
で
も
、
国
の
責
任

に
よ
る
被
災
者
対
策
が
あ
ち
こ

ち
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
状
況

を
見
た
こ
と
は
感
慨
深
い

・
福

島
で
は
二
O

一
八
年
三
月
で
、

被
災
者
は
「
元
被
災
者
」
と
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
国
の
責
任

が
間
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
こ

こ
が
チ
エ
ル
/
ブ
イ
リ
と
の
違

い
。
「
被
災
の
声
」
を
上
げ
つ

づ
け
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。
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(
二O
二
一
年
)
と
『
提
言
』
(
一
司
珂
サ
ヨ

@
今
回
の
全
国
交
流

一
五
年
)
に
つ
い
て
」
と
題
し
℃
「
記
一
語
薗
彊
」
一
集
会
は
原
発
非
立
地

;
白
一
金
覆
」
。
討
論
で
は
十
人
が
肇
一
一
一
口

。

司
凶
姐
回
=
県
の
岩
手
県
で
初
め

核
の
ご
み
議
論
に
一
一
人
一
伊
東
氏
が
「
討
論
の
ま
と
め
」
を
行
っ
一
語
璽
て
開
か

いれ
た
。
東
日

d
i
-
-

，
一
た
。
集
会
ほ
、
集
会
の
議
論
を
集
約
高
宮
本
大
震
災
の
被
害
県

「
原
発
再
稼
働S
T
O
P
-
-

ど
う
一
回
敏
江
(
岩
手
)
両
氏
を
議
長
仁
選
一

l
u
た
「
岩
手
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
」
を
一
巡
。
現
地
労
組
・
団
体
の

す
る
核
の
ご
み
!
全
国
交
流
集
会
一
出
し
て
始
ま
る
。
高
塚
龍
之
実
行
委
一
(
ニ
面
参
照
)
を
採
択
し
た
。
協
力
に
よ
る
開
催
で
大
き
な
成

，

i
n

岩
手
」
は
十
一
月
二
十
七
日
、
一
員
会
委
員
長
(
岩
手
大
企
誉
教
授
)
一
次
期
全
国
交
流
集
会
開
催
予
定
地
-

-
果
を
土
げ
る
と
と
が
で
き
た

@

盛
岡
市
内
の
「
サ
ン
ピ
ル7
F

ホ
i

一
が
開
会
あ
い
さ
つ
。
一
の
山
本
雅
彦
氏
が
開
会
あ
い
さ
つ
し
-

ル
」
で
開
か
れ
、
ー
二
百
七
十
二
人
が
…
高
橋
千
鶴
子
(
日
本
共
産
党
衆
院
一
て
佳
套
を
閉
じ
た
。
一
岩
手
県
は
、
東
通
・
大
関
原
発

参
加
し
た
。
原
発
問
題
住
民
運
動
全
一
議
員
)
、
木
戸
口
英
司
(
自
由
党
参
一
重
終
了
後
、
参
加
者
は
「
サ
ン
一
と
核
燃
施
設
群
を
抱
え
る
喜

多

国
連
絡
セ
ン
タ
!
・
岩
手
県
実
行
委
一
院
議
口
員
)
、
岸
本
啓
介
(
原
発
を
な
一
ピ
ル
」
前
か
ム
盛
南
思
型
小
で
パ
レ

i

一
県
と
女
川
原
発
が
あ
る
宮
城
県

・

員
会
の
共
催
に
よ
る
。
原
発
非
立
地
一
く
す
全
国
連
絡
会
)
の
各
氏
が
来
賓
一
ド
を
行
っ
た
。
一
に
挟
ま
れ
ベ
絶
え
ず
事
故
の
危

県
で
初
め
τ
の
全
国
交
流
集
亮
一
あ
い
さ
つ
。
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
一............ ，，E
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
険
に
さ
ち
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

“

主
は
谷
崎
嘉
治
(
青
森
)
、
吉
一
介
(
別
記
事
。
一
八
寄
せ
ら
れ
た
富
・
メ
ツ
セ

L
U

一
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最

'(
勧
蒜
懸
一

伊
東
達
也
原
住
連
筆
頭
代
表
委
員
一

O
民
準
凡
岩
手
県
総
支
部
連
合
会
代
表
一
終
処
分
場
の
候
補
地
の
一
っ
と

一
が
「
基
調
報
t
E
を
行
い
、
鹿
児
島
・
一
黄
川
田
徹
(
衆
院
議
員

)
O
社
会
民
主
党
一
さ
れ
る

・
原
子
力
に
立
地
県
ほ

一
愛
媛
・
福
井
・
新
潟
の
各
代
表
が
一
岩
手
県
連
合
代
表
小
西
和
子

O

日
本
共
一
ど
に
は
馴
染
み
が
少
な
い
岩
手

{

「
特
別
豊
口
」
を
行
っ
た
一
産
党
真
島
省
一
一
一
(
衆
院
議
員

)
O
同
岩
淵
一
県
民
こ
、
こ
の
全
国
交
流
集
会

午
後
か
ら
音
高
俊
東
工
大
名
誉
一
友
(
参
院
議
皐

O

日
本
医
療
労
働
組
合
一
吾

i

一
総
連
合
中
央
執
行
委
員
長
中
野
千
香
子
一
て
三
日
ら
れ
た
日
本
の
原
発
の
危

教
授
が
ヱ
両
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
-
一

一
O
日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合
中
央
一
険
や
最
終
処
分
場
問
題
な
ど
が

宕
め
ぐ
る
是
遺
書
『
回
答
』
…
執
行
委
員
長
猿
橋
均

O

農
民
運
動
全
国
一
参
加
者
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止

一
連
合
会
会
長
白
石
淳
一O
全
国
生
活
と
一

J
;

一
め
ら
れ
た
か
が
注
目
点
で
あ
る

…
健
康
を
守
る
会
連
合
会
O
全
国
商
工
団

一

の
ん
…
体
連
合
会
O
日
本
民
主
青
年
同
盟
中
央
一
・そ
れ
が
今
後
ど
う
県
民
の
間

見
続
一
警
員
会
O

新
日
本
婦
人
の
会
中
央
本
部
一
に
伝
わ
る
の
か

U

「
原
発
・
核

議
副
一O
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
会
長
棲
井
幸
子
O

一
燃
か
ら
の
撤
退
」
の
合
意
形
成

念
回
一
日
本
婦
入
団
体
連
合
会
会
長
柴
田
真
佐
一

国
今
一
子
O
自
由
法
曹
団
団
長
新
井
新
二O
日
一
に
実
を
結
ぶ
の
か
、
主
催
者
の

一
本
母
親
大
会
連
絡
会
一
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
。
と
は

一
い
え
、'
H

百
聞
は
一
見
に
じ
か

ず
ρ

。
被
災
地
・
福
島
を
現
地

訪
問
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

一
百
七
十
一

白 雲

.ε 員

の

O
E
「
再
生
ヱ
ネ
ル
ギl

の
町
・
葛
巻
町
」
の
現
地
見
学
(
二
面
)

ご

O
原
発
事
故
で
横
浜
転
校
の
男
児
い
じ
め
(
三
面
)

s

Q

「
核
兵
器
禁
比
条
約
国
連
で
交
渉
を
」
の
決
議
採
択
(
玉
面
)
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一
の
再
活
用
も
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
廃
炉

‘喜
ん
で
ば
か
り
も
い
ら
れ
な
い
…
ミ
サ
イ
ル
に
搭
載
可
能
な
軽
量
一
級
の

国
会
の
チ
ェ
ッ
ク
も
な
く
「
国
策
民
営
」
と
は
・
:
ム
核
兵
器
に
転
用
で
き
る
高
純
度
の
プ

一
ル
ト
ニ
ワ
ム
を
、
こ
れ
ま
で
「
常
陽
」

中
罵
哲
演
(
原
発
反
対
福
井
県
民
会
議
)
一
は
十
九

キ
ロ
常
、「
も
ん
じ
ゅ
」
は
十

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
炉
を
含
む
一
民
・
仏
教
者
と
し
て
私
は
、
一
九
四
一
七
キ
ロ
吋
フ
(
両
方
で
長
崎
型
原
爆
二
十

「
高
速
炉
開
発
会
議
」
が
、
玉
者
一・一
年
十
二
月
八
日
の
真
珠
湾
攻
撃
が
一
発
分
)
を
生
成
・
蓄
積
し
て
い
る
の

(
経
産
大
臣
、
文
科
大
臣
、
電
事
連
一
寸
ナ
ガ
サ
キ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
古
原
爆
投
一
で
す
。
そ
の
再
処
理
・
抽
出
を
担
う

会
長
、
三
菱
重
工
社
長
、
原
子
力
研
一
干
(
一
九
四
五
)
の
惨
禍
を
招
い
た
一
東
海
村
の

R
E
T
F
(
リ
サ
イ
ク
ル

究
開
発
機
構
)
の
閉
鎖
的
な
協
議
に
一
よ
う
に
、
な
お
も
「
も
ん
c
f

・
一
試
験
機
査
塑
巴
の
存
在
も
不
議
明
。

よ
っ
て
方
針
を
決
め
、
困
歪
の
チ
エ
ツ
…
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
へ
の
道
を
続
行
し
一
「
高
速
炉
」
に
は
「
増
殖
炉
」
の
可

ク
も
な
く
、
そ
れ
を
閣
議
決
定
じ
よ
一
て
破
滅
を
迎
え
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
一
能
性
も
含
ま
れ
て
お
り
、
日
韓
の
核

う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
国
策
民
一
二
五
O
O
年
前
の
十
二
月
九
日
に
菩
一
武
装
ま
で
そ
そ
の
か
し
て
い
る
ト
ラ

営
の
正
体
こ
こ
に
極
ま
れ
り
一
品
で
す
。
一
一
提
樹
の
下
で
開
悟
さ
れ
た
ゲ
ッ
ダ
一
ン
プ
米
大
統
領
の
誕
生
、
安
倍
政
権

今
日
ま
で
そ
の
国
策
に
協
力
し
て
き
一
(
文
殊
菩
薩
は
そ
の
精
神
を
象
徴
し
一
の
ム
議
を
考
え
る
な
色
は
、
詔
定
険
・

た
地
元
の
敦
賀
市
や
福
井
県
は
、
そ
一
て
い
る
)
の
示
さ
れ
た
、
生
き
!
と
し
一
超
浪
費
・
反
平
和
の
「
も
ん
じ
ゅ
」

の
協
議
か
ら
排
除
さ
れ
た
ニ
と
に
抗
一
生
け
る
も
の
と
の
平
和
共
生
へ
の
道
一
の
廃
炉
を
喜
ん
で
ば
か
り
も
い
ら
れ

議
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
価
値
が
な
一
を
歩
み
始
め
る
の
か
。
何
れ
を
選
ぶ
一
ま
せ
ん
。

く
な
れ
ば
、
棄
民
政
策
は
自
治
体
に
一
の
か
、
と

O

E
S

一
.
e

「
も
ん
じ
ゅ
」
廃
炉
を
求
め
る
新
・

ま
で
貫
徹
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
一
「
『
も
ん
じ
ゅ
』
が
爆
発
事
故
を
一
旧
の
訴
訟
や
全
国
集
会
を
積
み
重
ね

「
も
ん
じ
ゅ
」
が
戦
後
五
十
年
目
一
起
こ
せ
ば
、
日
本
列
島
の
半
分
は
居
一
て
き
ま
し
た
が
、
地
震
列
島
動
乱
期

(
一
九
九
玉
)
の
十
二
月
八
日
に
大
一
住
不
能
に
な
る
」
(
故
高
木
仁
三
郎
一
の
今
日
、
原
発
の
再
稼
働
一
核
燃
料

事
故
を
起
こ
し
て
以
来
、
若
狭
の
住
十
氏
)
と
い
う
不
安
と
恐
怖
か
ら
、
今
…
サ
イ
ク
ル
を
阻
止
し
、
原
発
、
ゼ
ロ
社

i
l
l

・

1
1
1
1
1
1
1
1
l

一
回
の
廃
炉
決
定
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
一
会
へ
向
け
て
、
十
五
基
も
の
原
発
密

ム
吾
平
思
+
襲
警
・
窪
盛
歪
マ

O
日
平
来
杢
万
士
百
(
旦
午
前
十
時1

一
た
こ
と
に
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
集
地
帯
の
若
狭
か
ら
、
世
論
の
広
が

ハ
筆
活
盤
巾
宇
ン
ピ
ア
ン
かg
s

一
前
記
の
「
開
発
会
議
」
で
は
「
も
ん
一
り
と
運
動
の
進
展
を
切
望
七
て
や
み

〈
合
間
恋
薬
害
塁
一
拘

V

3

一
じ
ゅ
」
の
前
段
階
の
実
験
炉
「
常
陽
」
一
ま
せ
ん
。

O
品
川
日
一
万
土
日
(
土
午
後
時

1

ハ
炉
草
川
監
巾
-
ザ
ン
ピ
ア
ン
か
わ
さ
主

み
睦
肘
・
事
需
品
密
実
義
明

V

O
日
帯
一
万
士ニ日
(
旦
午
前
十
時
1

O

つ
ぎ
つ
ぎ
原
発
避
難
等
の
子
ど
も
い
じ
め

4(二
面
)

O
建
設
始
ま
っ
た
中
間
貯
蔵
施
設
(
三
面
)

O
福
島
原
発
事
故
の
処
理
試
算
2
1

・
5

兆
円
(
五
面
)

@
早
い
も
の
で
、
も

う
年
末
を
迎
え
た
。

住
民
運
動
に
と
っ
て
、

今
年
も
大
忙
し
の
年

で
あ
っ
た
。
早
々
に

浜
岡
原
発
の
敷
地
地
盤
の
液
状

化
問
題
に
つ
い
て
の
原
住
連
の

取
り
組
み
に
改
め
て
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
当
て
る
こ
と
に
な
っ

た
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
三
十
年
現
地
調
査
の
派
遣
は
、

福
島
原
発
事
故
五
年
と
重
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
教
訓
を
深
め
る
機

会
と
な

一っ
た
。
最
大
の
も
の
は

事
故
に
対
し
て
「
国
の
責
任
の

原
則
」
が
日
本
と
ベ
ラ
ル
!
シ

三
国
で
は
対
照
的
だ
っ
た
こ
と

で
あ
る
・
原
発
非
立
地
域
の
岩

手
県
で
初
め
て
全
国
交
流
集
会

を
開
催
し
た
。
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
候
補
地

の
岩
手
で
、
日
本
学
術
会
議
の

こ
の
問
題
で
の
「
回
答
」
と

「
提
言
」
の
ま
と
め
役
を
務
め

た
今
田
東
工
大
名
誉
教
授
の
講

演
を
聴
く
機
会
に
恵
ま
れ
た

@

そ
の
結
果
、
全
国
総
会
・
交
流

集
会
の
年
内
開
催
が
年
度
内
開

催
に
の
び
た
が
、
そ
の
分
、
十

分
な
議
論
を
し
た
い
も
の
。
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一
ム
若
手
恩
+
寝
室
よ
益
量
一
マ

一
O
日
平
一
一
月
士
一
日
(
旦
午
前
十
時

1

一
自
草
川
監
巾
ヂ
ン
ピ
ア
ン
かP
S
G

自
在
〉
正
予
、
'
一
八
合
国
密
主
蓄
一
忌
一
マ

H
Vず7
0
ハ
斉
己
日
帝
貢
主
日
(
主
午
後
時

1

一
の
豊
中
川
鑑
巾
一
ザ
じ
テ
ン
か
忍

S
G

原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
は
十
二
月
一
員
会
か
ら
運
転
準
備
停
止
命
令
、
が
出
瓦
解
毒
量
密
主
義

ν

二
十
一
日
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
一
さ
れ
て
い
た
。
二

O

一
玉
年
十
一
月
、
百
十
時
に
は
は
は
ほ

u
l

機
構
の
高
速
増
殖
炉
原
型
炉
「
も
ん
一
規
制
委
は
、
「
も
ん
じ
ゅ
」
を
安
全
一
綻
は
ず
明
ら
か
で
、
今
回
決
定
は
遅
き

じ
ゅ
」
(
福
井
県
敦
賀
市
)
'の
廃
炉
一
に
運
転
す
る
能
力
が
同
機
構
に
は
な
一
に
失
し
た
と
い
え
る
。

を
正
式
に
決
め
る
一
方
、
「
高
速
炉
一
い
と
し
て
新
た
な
運
営
主
体
を
明
示
一
と
す
れ
ば
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政

開
発
」
を
決
定
し
た
。
一
す
る
よ
う
文
科
大
臣
に
勧
告
し
て
い
日
策
の
見
直
じ
が
必
至
の
も
の
。
政
府

「
も
ん
じ
ゅ
」
は
一
九
九
四
年
に
一
た
。
こ
れ
ま
で
一
兆
円
を
超
え
る
浪
一
は
原
子
力
開
発
の
当
初
か
ら
「
高
速

初
臨
界
し
た
も
の
の
、
一
九
九
五
年
一
費
を
重
ね
、
運
転
再
開
に
最
低
で
も
一
増
殖
炉
開
発
」
を
「
天
然
ウ
ラ
ン
の

に
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
・
火
災
事
故
を
一
八
年
間
の
準
備
期
間
、
と
五
千
四
百
億
一
ほ
と
ん
ど
を
利
用
で
き
る
」
と
ま
で

起
こ
し
て
運
転
停
止
。
十
五
年
ぶ
り
一
円
以
上
が
必
要
と
さ
れ
た
。
一
一
し
て
「
将
来
の
原
子
力
の
主
流
」
と

に
運
転
再
開
し
た
直
後
、の
一
一O
一
O

一
再
処
理
と
高
速
増
殖
炉
開
発
を
柱
一
し
て
き
た
。
「
増
殖
」
を
外
し
た

年
に
は
核
燃
料
の
交
換
装
置
が
原
子
一
と
す
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
の
破
一
「
高
速
炉
開
発
」
は
政
策
の
ど
こ
に

炉
容
器
内
に
落
下
し
て
再
び
停
止

ι

…
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
f
-
-

一
も
な
い
。
政
策
検
討
も
な
く
官
僚
作

三
三
五
五
月
、
原
子
力
規
制
里
委
竺
一
八
糊
軒
釦
起
島
即
齢
桝
子
誇
」
母
な
く

i
すZ
全
国
旦
連
竺
…
文

E
にE
よ
る
「
高
速
炉
開
望
望
発
窒
」
の
島

閣
雇僚

|
|
|
|
l
!
|
|
.
|
|
l
|
|
|
|
|
a

一
O
日
時
H

二
月

〈
F占
摺
皆
婆
克
事
故
か
、
ら

b
6

年
原
発

一
O
場
所H
塞
尽
・
〈
長
忍
吏
一
語
2
F

ホ
i

ル
一
「
も
ん
じ
ゅ
」
は
「
原
型
炉
」
で
次

ゼ
ロ
の
未
来
へ
福
島
と
と
も
に

3
Z
4全
国
文
集
ム
マ
一
♀
申
大
島
堅
一
氏
一
は
高
速
炉
の
「
実
証
炉
」
の
開
発
が

冠
担
憤
・
庭
客
用
の
名
語
表
\
っ
て
」

。
日
時
H

三
月
四
日
(
土
)
日
守
山

0
1

一
，
一
一
順
序
だ
と
取
り
繕
う
の
は
ま
ワ
た
く

O
場
所
H

妻
・
日
比
谷
費
音
量
一
八
原
発
を
な
く
す
全
国
連
各
会
第
五
回
一
"
撤
去
佐
が
な
い

c

委
案
で
あ
る
。

O
主
催
H

原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会
一
総
会

V

一
ぺ
要
は
高
速
増
殖
炉
の
巨
額
開
発
に

同
会
は
「
福
島
の
復
興
と
原
発
ゼ
ロ
を
一

め
ざ
す
大
運
動
」
の
中
で
朝
日
、
奮
局
一
O
日
常
一
一
月
九
日
(
木
)
R
8
1

、
一
群
が
る
利
益
共
同
体
を
温
存
す
る
自

民
報
・
民
を
ど
へ
の
「
量
忌
見
広
一

o

語
古
川
・
平
和
と
労
働
セ
ン
タ
ー
一
、
的
で
し
か
な
い

J

告
」
(
団
体
一
日
五
千
円
、
個
人
一
口
一
-
-
E

オ

l
j

干
尽
を
呼
び
か
け
る
。
振
込
井
存
中
矢I
l
l
i
-
-
-

ー

l
i
l
i
-
-
i
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

労
働
金
庫
杢
埠
由
業
部
3
8
6
8
4
0
自
主
避
難
者
住
宅
無
償
支
援
打
ち
切
り
後
三
面
)

6
4

原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
恕
『
O
米
山
新
潟
県
知
事
事
故
検
証
な
し
に
再
稼
働
認
め
ず
(
三
面
)

受
註
震
は
二
月
十
一
日
ま
でc
n

J

O
台
湾
二

O
二
五
年
に
原!発
全
廃
(
五
面
)

政
策
の
検
証
も
な
く

「
高
速
炉
」

珂
珂
サ
コ
ヨ
・
福
島
第
一
原
発
事

一1
E
E
園
時
一
故
か
ら
六
年
を
迎
え

=
副
詞
凶
一
一
る
。
そ
の
問
、
被
災

一
一
語
圏
直
二
者
・
被
災
地
対
策
は

E
E
E
E
7
す
ま
ず
、
い
ま
な

お
八
万
人
を
超
え
る
被
災
者
が

福
島
県
内
外
で
の
避
難
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
る
・
事
故
収
束

対
策
や
汚
染
水
対
策
は
い
ま
だ

見
通
し
も
立
た
ず
、
廃
炉
対
策

は
熔
融
燃
料
(
デ
ブ
リ
〉
が
ど

こ
に
ど
の
よ
う
に
あ
る
か
も
掌

握
で
き
ず
、
メ
ド
も
立
っ
て
い

な
い
・
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
福

島
の
被
災
者
切
の
捨
て
政
治
が

始
ま
っ
て
い
る
。
避
難
指
示
解

除
と
合
わ
せ
て
、
賠
償
打
ち
切

り
、
住
宅
支
援
打
ち
切
り
・
:
が

つ
づ
く
。
一
方
、
福
島
第
一
原

発
事
故
の
検
証
も
な
く
原
発
再

稼
働
の
暴
走
は
つ
づ
い
て
い
る

・
こ
れ
ら
は
、
'
す
べ
て
事
故
を

起
こ
し
た
加
害
責
任
に
つ
い
て

東
京
電
力
と
国
が
根
本
的
に
反

省
し
て
い
な
い
こ
と
の
結
果
で

あ
る
。
東
電
と
国
ほ
自
ら
の
責

任
を
自
覚
し
、
諾
対
策
に
真
撃

に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

一
る
・
こ
の
立
場
、
か
ら
の
「
百
万

人
署
名
」
の
成
功
を
目
指
そ
う

σ
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コ
コ
コ
ョ
・
第
三

O
回
全
国
総

「
温
調
彊
一
一
会
・
交
流
集
会
は
、

二
回
目
』
福
島
第
一
原
発
事
故

孟
譜
薗
二
ハ
年
を
経
て
、
事
故

長
」
に
凶
の
実
相
や
日
本
の
原

子
力
政
策
の
歴
史
的
検
討
か
ら
改

め
て
事
故
被
災
者
対
策
、
事
故
収

集
対
策
と
合
わ
せ
原
発
再
稼
働
・

原
発
輸
出
反
対
の
共
同
行
動
の
在

り
方
に
つ
い
て
見
直
す
場
と
な
っ

た
・
「
代
表
委
員
会
報
告
」
も

「
討
論
」
も
、
広
く
深
い
認
識
に

裏
付
け
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。

第
三
O
回
を
数
え
る
全
国
総
会

・

交
流
集
会
と
あ
っ
て
本
来
な
ら
記

念
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
く
べ
き
で
あ
っ

た
が
、
「
新
た
な
認
識
の
共
有
」

に
焦
点
を
絞
っ
・た
全
国
総
会
・
交

流
集
会
と
な
っ
た
・
放
射
性
廃

棄
物
の
処
理
処
分
の
見
通
し
が
な

い
の
に
原
発
建
設
・
運
転
を
「
見
切

り
発
車
」
し
た
こ
と
、
原
子
力
災

害
の
被
害
額
が
当
時
の
試
算
で
国

家
予
算
に
匹
敵
す
る
こ
と
を
知
り

な
が
ら
原
発
推
進
を
始
め
た
こ
と
、

今
に
な
っ
て
災
害
被
害
額
を
事
前

に
払
っ
て
い
な
い
か
ら
「
準
古
分
」

と
し
て
電
気
料
金
に
上
乗
せ
し
て

い
る
こ
と
は
前
代
未
聞
の
「
国
策

犯
罪
」
「
墨
照
詐
欺
」
で
あ
る
。

E
量

J

一
…

被
災
者
対
策
等
に
固
と
東
電
の
責
任
明
示
を

事
故
は
「
襲
警
護
費
用
後
取
り
は
「
園
集
票
」
一
一

伊
葦
頭
代
嚢
員
・
柳
事
務
局
穿
「
代
嚢
墨
書
」
一
重
量
と
の
対
比
で
、
国
主
霊
の

一
一
加
害
責
伝
か
い
か
じ
唆
昧
に
さ
れ
℃
い

S
F
島
義
欝
畿
蘇

る
一
題
を
め
ぐ
る
新
た
な
認
識
を
共
有
す
る
一
る
か
を
報
貴
国
と
東
電
の
責
任
の
明

富
闇
融
機
織畿

計
員
一
こ
と
を
確
認
し
た
。
…
確
佐
佐
呼
び
か
け
た
-

感
官
欝
轍臨
時
騒
一
ま
た
、
総
会
・
ホ
合
流
集
会
は
哲
三
一
柳
町
事
務
局
長
は
一
日
本
の
原
子
力

\
議
一γ議
譲

治
献
一
代
表
重
を
選
出
公
平
嬰
号
し
た
。
一
時
繋
ず
安
場
選
由
で
行
き
詰
ま
り
、

;
一

…
{
一九
一
一
一

J
F
K九
一議
事
一
次
塑
ヰ
国
交
流
集
玄
関
催
主
疋
地
・

s一
「
原
発
依
存
」
が
F

奇
襲
と
エ
ネ
ル

…
e

綴
滋
;金
町
傍
一
福
井
の
林
応
員
代
表
委
員
か
閤
宏
事
い
一
ギ
!
政
策
に
大
き
な
歪
み
を
彰
知
ら
し

第
初
回
全
国
総
会
・
交
差
木
会
は
二
一
さ
つ
を
し
、
全
国
各
地
か
ら
の
参
加
を
一
て
い
る
こ
乏
を
詣
瑚
，
日
本
の
原
子
力

月
士
一
日
、
川
崎
市
の
川
堕
召
倒
委
館
一
呼
び
か
け
た
。
、
一
撃
用
が
「
国
策
民
書
の
無
責
任
体
制

で
閉
か
れ
た。

一
伊
東
筆
頭
代
表
警
員
は
、
事
故
六
年
一
の
も
と
で
推
進
さ
れ
た
こ
と
は
「
国
策

立
石
雅
昭
、
早
川
篤
雄
両
幹
事
代
表
一
を
経
た
福
島
大
盗
事
の
実
相
は
、
通
常

、
一
犯
警

'

マ
あ
り
、
福
島
原
発
事
故
費
用

警
察
議
長
を
つ
と
め
た
。
一
の
常
識
で
は
見
え
て
こ
な
い
こ
と
に
留
一
を
聾
斡
金
で
後
取
り

γし
て
い
る
ム
守
護

伊
東
達
也
筆
頭
代
表
委
員
と
柳
町
秀
一
意
し
、
日
本
の
原
子
力
整
県
全
体
の
中
一
機
構
の
往
組
み
は
前
代
未
聞
の
「
国
策

一
事
務
局
長
、
が
総
会
・
交
流
笹
木
会
に
対
一
で
見
直
す
こ
と
の
必
要
を
抱
露
埼
昨
年
一
後
取
り
詐
害
事
件
と
糾
弾
じ
た
口

し
て
、
前
日
の
全
国
代
表
蒼
員
会
で
確
一
の
チ
ェ
ル
メ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
三

O
年
一
歩
茄
者
は
総
会
翌
日
士
一
百
午
煎

認
さ
れ
た
「
代
表
委
員
会
報
告
」
(
三
現
地
調
査
の
教
訓
と
し
て
、

『
ベ
ラ
ル
工
塞
京
電
力
守
電
気
事
業
吏
ロ
会
て
午

i

九
面
参
照
)
を
行
っ
た
。
「
討
善
一
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
で
の
事
故
一
後
は
第
二
衆
議
院
会
館
で
原
子
カ
規
制

は
十
人
が
発
言
(
二
面
参
阻
む
。
伊
東
一
対
策
が
「
国
の
責
任
の
原
型
を
明
記

、一
委
員
ム
胃
、
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議

Fへ
の

筆
環
表
奮
員
が
「
ま
と
め
」
を
行
い
二
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
葉
今
も
生
き
一

「
申
し入
れ
」
主
ハ
参
存
っ
と一一

総
会
・
交
流
委
主
は
「
報
告
」
と
「
討
一
て
い
る
珂
瑠
の
状
況
を
紹
介
し
な
が
ら
、
一
一

面
参
照
)
Q

替
「
ま
と
め
」
に
示
さ
れ
た
原
発
問
一

O
電
事
連
・
東
電
・
規制
委
へ
「申
じ
入
れ」
と
交
渉
〈
ニ
面
)

一
O
全
国
代
表
委
員
会
報
告
宣
了
十
面
)

一
O
東
京
電
力

・
へ
の
「
申
し
入
れ
」
(
十一
串ー
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芸書主主義重き蓄量雪審塵まえ ?2- 宣言会警警長呂
、県塞宙介信木:兄J 覚あ謝野つ町宿孟主か県国主 原

白許許F32 室 12H 皇室 ZP22E;?
室 535 暴露店二七 Z 童話- C 書室長;喜子手
ffii ?EHfEE 官官三会LTH22
し営手リ i 由吉木がさ京 を声り小加は N 6 野絡

討な :i 完封暴言 fE23 え長 27;民
主空 I ki t~ 雲 ;雲表喜左
評国原 I ' t糸めセ 24 ほど
と発|与 f2 ロ産主じ自

I <後の由剖い己

諾 liZ詩 iJ問
は責け!と「向:て門?ば「
や任れ|示次かい戦あ率
つ」ば|そ世うる後さ直

航 |?25E寝泊臨醤揮割賦鱈輔副主
割た心 12 Z いだ実現つ
に前の I .~:一一二一一'~一一一二三 iß三- ~竿り戸時苧J=苧宇ヤ-:3.4全国平会一一一一 一一

部|担軽歩合 24d語 2121 五七桂宣告514 t
ど時|諸2tz卓会 ZJ は喜男塁言書 Z EZ5 野宮守実主翼量裂た \

|のま、か「故員告たのデ雷議国」つフ嬰ど乏だに被人当町議言ど
A 四に|で号事いO対会11 後ピ~" ~連はたさ謹 m ら J 報災)セに譜」官
軍事LI 削 (J)斡が第策報V 、! • iJァ 絡、、ん宏旨原公告地がン. ~言示で長

ミ|も蘇言語き前 気ご主量全雲査が三 塁手重 La 霊?警長時悪
事|ぎ行点差ミの会 霊長 EZ 毒警 Z 署長 53 季第空手荒草壁 56

くやか炉て，四「 銀択ハ。入原者会あオん 0 者間を篤川れーた
がっらを「頁全 雇し 原発訴昏い・ 、万 一 の題経雄千た五

向こてな安問い場で処料収さそが f任け害で岸よ・り過 '権t:>~在三E詞
きといか倍わな所は ー理刀、東れの全をす責あのる :しー 捨去は巨重量E重量~~
合はる勺政れいのなのデ対 'た初国閣は任り海列かでの福臣室雪沼磨重判
うながた権 ii 匂状い見ブ策...-..判歪 r うなが A 、洋島し政も島再 oe::三ケ汽!
こめ、とは 型 国況。: 、通旬 日も三決塁被い消国汚の、が治の原まが策 ‘ ら・
と。そと福果とさ未し・)原面が開<{~ 0 えと染放福をと発な遅と六ふ福

以真れ: に島空東えだがの子参前主箸国て東は射島すし事い々事年島
外撃はし原議電掌にた安炉照橋てのとな京現能原すて故中 ξ 故。原
にに許よ発言f の握そっ全の v 地ぃ集東く電実汚発め、は
な事さう事晶責さのた保熔 ・ 裁る団電な力の染事て福ーす安て束災事
い故れと故ど任れ有わ管融事で示訴のるのこ、故い島で倍す対者故
にるしは、がてりけ・燃故示\訟責わ加と沿にる切に政す策対か
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「
未
来
へ
向
か
う
爺
・
婆
の
後
ろ
姿
を
示
そ
う
!
」

「
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会
」



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
δゴー

支出番号 ðf?i{:
区 分 ※該当する区分にO印

14 広聴費

:百扇面~J . {ゑ;と什
※該当する支出費目を記入

費 目

、

-
名

1 調査研究費

5 要請・陳情活動費

10 事務所費

支出目的

(支出事由)

;2 研修費 ;3 広報費

6 会五五 7 資料作扇
戸通信運搬・自主燃料費(郵便料等)

~-~舘妥協.t:~宝_\J 制品一一一一一一
ト一一一一一一一一一一一一一一一一一ーでーァ一一一一一一一一一 司

内
2手て干

名手

口
μ

日

一

/
/

月
一
月

年
f
J

出
一
よ
主

、
支
一H

支出先 | 支出金額

戸川1U?wmイ鮪
上記のとおり支出します。

/ 3() 円

議員氏名 労み育長~~\ @:\

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄 i 振替払込請求書兼受領証

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。
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別記jfZ1 号様式 代表者 経理責任者 起案者

会派名 団本持港発事~W市議鼠 支出 調 重ド弓主 τ'シ，・七，-
司区

-
も

区 分 [事 由 費 目 、 . 金 額

1 調査研究費
交通費 旅費。 自動車燃料費

資料作成費 I 調査委託費 振込~Sl・ 、

会場費 講師謝金 出席者負担金・会費

21;;肝 修 費 交通費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 振込料
、

会場費 交通費 自動車燃料費

3 広 ーf!~ 費
資料作成費 広報誌(紙〉 報告書等印刷費

送料(折込料含む) ワェプベ}ジ掲載代 茶菓子代

振込料

41 J.五 1店 費
会場費 交通費 自動車燃料費

資料作成費 茶菓子代 J反込料

5 要請・陳情活動費
交通費 旅費 自動車燃料費

. 
資料作成費 振込料

会場費 交通費 自動車燃料費
¥ 

6 会 議 費
資料作成費 振込料 ¥ 

資料作成費
印刷製本費 翻訳料 筆jjl:151・

7 
振込料

資料 H背広代 〈f14MKl 購読料
法規追録代 参考図書代 新聞雑誌等購読料 /タ00.-

8 
有料デ-?Jベ}メ等利用群| J辰込~sl・ /..)0.- 、 1. S-3 o. 一

9 人 。 宇1: . 費 (:2-o (bヂ伺ハ/μ[1キ 5月 賃金 社会保険料等 j辰込料

備品購入費 事務機器等リース代 ぐ 消耗品等事務費
事務所費

. 
10 

印刷代 振込~sl・ 阻送手数料

通信運搬・自動 電話料等(按分) 郵便料等 自動車燃料費(按分)
11 

l!f燃料費. その他

使用者 l ゑ i弘@~文叩日J 之017 年 3 月 /S 日 現金出納簿 363チー AにI与 (,,1-20 円支出番号

物"'" .1' 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号長差 3b
ー

区 分 ※該当する区分にO印 費目 〉名

1 1 調査研究費 i 2 研修費 3 広報費 4 広聴費 ま偽徽筑等婚槻十

F ‘ 

'.-......γ 

5 要請陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 ゆ 資料購入費
10 事務 所 費 111 通信運撮 ・ 自動車燃料費 (郵便料等) ※該当する支出費目を記入

支 出目的 効率的丸 1 "-..(j"1埇 '¥ ~銘塑~
、 (支 出事由 ) . 

J , 

「MMK」 盟議色紙斗 μe!.b牛士fOJ /V:2--b ノ71il1J
内 '?fìう-

・・

支出年月日 支 出 先 支 出 金額

ゐ叩/日訪妹~J問問よ / 〆 Lf tl 0 円

上記のとおり 支出します。

議員氏名 岩崎 b聖子 被t. 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

t 言己
i 載
I 事
I 工頁
: を

振替払込請求書兼受領証

i 言T
j 正

た |て l i
: t~ ~ 1 

:含 i 依 ! dZ総統 Mii回
:宝 i wn 1 

'引げ， • I 

J 嵩 i 人 i 様 i
:戸!1T r----+-:-::-;: ,. "-, . 

言 l 料 1 同 ヘ
布 l ふ : 130 I 28-08-01 

:孟 i d l 円
it 「 一一「ー「| 市役所内
1 て
I く
た \ Öζ斗斗v

ぷ 同 N9L!.28~~09 J 
τ石1両五I~ ， :k日k保管して〈ださい。

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式 「領収書等整理票」に貼付してください。



別記第 2 号様式

dる
'-'---1. 

ーe 叫

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修費 3 広報費 4 広聴費

4長;ム粁5 要請陳情活動引 6 会 議 費 7 資料作成費 j⑦ 資料購入費
10 事務所費 111 通信運搬 ・ 自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費 目を記入

支出目的
矧事始昼間、古今者宜主T

(支出事 由)
J 

「同陥' (1z1ud銘ヂ鋭キ月〆利レZ金011.傘字予J月b〉f干l 
内 容

一ー . 

支出年月日 支 出. 先 支出金額

H' 
向山骨~~tfT \1} 抑 j紛:Þg 年 g 月/日 /JD 

円

、

上記のとおり支出します。

議員氏名接持長巧手 ;1邑

で労支出番号

支出明細書兼支出証明書

: 言己
: î主主
;事

:雪|金日斗よ寸
: 言T I ~~ 1"' 
i 正 lli.ハ

i 日三ふ

i l同;引l
;笥 ! 人 !

主 ト 1 首脳
!主 | 半 l i
j 印 ! ム1.30 i 28-08-01 
ι門出郡山
!?両1['-'-'議室内
;支(引 (82Ld!-5 ) 

lコ ! -77 N9L~280009 
この受領証は、大切に保管してくださ

振替払込請求書兼受領証

i
 

山
市μ

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

ー.-._-­

ー--­
，一ー , 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、男rj記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してください。



領 収 主主
Eヨ

日本共産党郡山市議同様

金 1 ， 400 円也

但点字民報購読費 201 6 年 4 月から 1 年分

2016 年 8 月 1 日上記金額正に領収いたしました。

福島

干962 -

須賀川市和田字弥六内 335-54
電話 0248 -76 -2469 
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